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　新年あけましておめでとうございます。

　旧年中、弊社にお寄せいただきましたご厚情に対し

心から御礼申し上げますとともに、本年も倍旧のご高配とお引き立てを賜りますよ

うお願い申し上げます。

　ここ数年、酪農・乳業・飼料業界は、強い逆風の吹く荒波の中の航海を余儀な

くされるような厳しい時代が続いています。

　一昨年はアメリカにおける半世紀振りとも言われる旱魃により、小麦やトウモロ

コシ等の主要穀物の価格が高騰し、昨年は、その産地価格にようやく落ち着きが

見え始めて来たにもかかわらず、安倍政権の経済政策（アベノミクス）がもたらし

た急激な円安で、価格は更に上昇して７～９月期の配合飼料価格は近年の最高

値となり、加えて猛暑にも見舞われ、全国的に生乳生産が低迷するなど、一年を

通して大変厳しい年となりました。しかしながら、１０月以降の飲用向乳価の値上

げや配合飼料の値下げなど、僅かではありますが明るい話題もありました。

　引き続き、更なる円安懸念や消費税増税・ＴＰＰ問題等々課題は山積しており、

先行きはなお混沌として不透明な状況にありますが、このような時こそ、まずは、

お互い基本に忠実に、そして前向きな気持を失うことなく、例え牛歩の如くであっ

ても一歩一歩着実に前に進み、この厳しい時代を共に乗り越えて行きたいものと

願ってやみません。

　弊社も、微力ではありますが、お客さまのお役に立てる会社を目指し、社員一

同誠心誠意努力して参りまので、引き続き変わらぬご愛顧とご指導、ご鞭撻を賜

りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

　今年こそは、酪農・乳業・飼料業界にとって、明るい一年となることを心から祈

念いたしております。

新年のご挨拶

2014年1月1日
代表取締役社長　秋田英克

仲良し三姉妹。左から次女の汐音ちゃん、三女の
奏音ちゃんを抱っこする、長女の咲音ちゃん
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アベノミクスによる急激な円安に
追い討ちをかけられ、輸入粗飼料
や燃料等々を含めた生産資材が軒
並み続騰し、加えて厳しい猛暑に
見舞われるなど、酪農の経営環境
は引き続き非常に厳しい年となり
ました。
　このような中で、本日お集まり
いただいた、梅木さん、八幡さん、

中六角さん、小松さんには、皆さ
ん、自給飼料の生産に力を入れ、輸
入粗飼料にあまり依存しない、コ
スト弾力性の高い経営を実現され
ていると聞いています。そして、
高泌乳を実現されると同時に、乳
牛改良にも非常に積極的に取り組
まれておられるとも聞いていま
す。

秋田　本日はお忙しい中お集まり
いただき、ありがとうございます。
　また、平素は弊社配合飼料をご
愛顧いただき重ねて厚く御礼申し
上げます。
　本年は、配合飼料が続騰する中、
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2013年11月初旬に、自給飼料生産を基盤とした堅実な経営を実践されている、岩手県の小松郁人さん、
中六角保広さん、八幡勝幸さん、そして青森県の梅木修司さんの４名の皆さんに盛岡にお集まりいただき、
アドバイザーとして瀬野豊彦コンサルタントを加え、弊社代表取締役の秋田英克の司会で座談会を開催し、

出席者の皆さんの酪農経営に対する思いや今後の酪農経営の方向などについて伺った。

自給飼料生産に力を入れ
乳牛の健康管理・長命連産に取り組み

経営改善を図っています

Hidekatsu Akita Toyohiko Seno

森永酪農販売株式会社
代表取締役社長

秋田英克
畜産コンサルタント

瀬野豊彦

Yasuhiro Nakarokkaku

中六角牧場（岩手県葛巻町）

中六角保広さん
Katsuyuki Yahata

八幡牧場（岩手県葛巻町）

八幡勝幸さん
Syuji Umeki

梅木牧場（青森県六ヶ所村）

梅木修司さん
Ikuto Komatsu

小松牧場（岩手県雫石町）

小松郁人さん

経営の概況



　本日は、アドバイザーとして瀬
野コンサルタントをまじえて、わ
が国の酪農の抱えている課題や今
後の方向等について忌憚のないご
意見をたまわり、昨今のＴＰＰ問
題を含め、今なお先行き不透明感
の強い酪農界にあって、一生懸命
頑張っておられる酪農家の皆さん
に、今後の酪農経営の方向につい
て、少しでもご参考にしていただ
ければと思っていますので、よろ
しくお願いします。それでは、早
速ですが、皆さんに、現在の酪農経
営の概況についてそれぞれ簡単で
結構ですので、ご紹介いただきた
いと思います。最初に小松さんお
願いします。
小松さん　岩手県の雫石町の小松
です。今日はよろしくお願いしま
す。
　私の酪農経営の規模は、現在、経

産牛53頭、育成牛36頭の90頭
弱ですが、牛舎の収容頭数がほぼ
90頭ですので、ここ20年間、規模
はあまり変化の無いまま経営して
きています。
　我が家は父親の代に共同経営を
していて、私も当初はその共同経
営の中で、従業員の一人として約
17～ 18年、いわばサラリーマン
的な感覚で酪農に従事していまし
た。その頃は酪農の環境も良く収
益性も良かった時期でしたので、
共同経営をやりながら問題が少し
も無いわけではなかったのです
が、たとえ不満があったとしても、
給料もまあまあ良かったので、何
とか解消できていました。
　しかしながら、時代の変化とと
もに、酪農経営が面白くなってき
て、自分の考えで経営をやってみ
たいという考えに変わってきて、

40歳になった時、ようやく経営に
目覚めたというわけでもないので
すが、共同経営から独立すること
にしました。その時に譲り受けた
施設が現在の牛舎で、その牛舎を
フリーストール牛舎として活用し
て、今日まで20年経営してきまし
た。飼料畑は借地を含めて30ha
で、全てが草地で、オーチャード主
体でロールサイレージとして利用
しています。
　労働力は私と妻と息子の３名
が主ですが、89歳になる父がま
だまだ元気で牛舎に出てきます
ので、少し心配する面もあるので
すが、それに甘えて結構な仕事量
を負担してもらっています。乳量
的には、ここのところずっと１頭
当たり9,500～ 9,800kg辺りを維
持しています。経営の課題は色々
とありますが、先ずは繁殖管理だ
けは最優先しようと、分娩間隔を
400日以内にすることを目標とし
てやっています。
秋田　ありがとうございました。
次は梅木さんお願いします。
梅木さん　青森の六ヶ所村の梅木
です。よろしくお願いします。
　我が家は、父の代に戦後の開拓
入植ということで酪農を始め、入
植以来66年程になります。私は、
高校卒業後、高知県の山地酪農を
されている牧場で、放牧酪農を一
年間実習した後の19歳の時に、
経産牛20頭で経営を引き継ぎ、
以来42年になります。20頭から
スタートして昭和48年に 40頭
牛舎を建設して、現在はその牛舎
を52頭に増築し、乾乳牛及び育
成牛は別の牛舎で管理しています
ので、ここ２～３年は経産牛58頭
程度で、育成牛40頭余りの計100

■小松牧場プロフィール

牧 場 主
住 所
労 働 力
牛 舎
飼養頭数
飼 料 畑
自給飼料
特記事項

小松郁人さん（６０歳）
岩手県　雫石町
３．５名（夫妻、父親、長男）
フリーストール
経産牛５３頭、育成牛３６頭
３０ｈａ
オーチャード主体ロールサイレージ
２００９年全農酪農経営発表大会にて「先見
性と堅実さを備えた循環型酪農の取り組
み」と題して発表し、最優秀賞・農林水
産大臣賞を受賞

小松牧場外観
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頭余りを常時飼養しています。
　乳量は１頭当たり10,000kg程
度で、特に乳質を重視しており、中
でも体細胞数は、常に10万以下
を目標にしています。
　草地面積は32haで、すべて牧
草を作っています。国営パイロッ
ト事業による共同草地に10ha、自
作地12ha、借地10haで、草種は
チモシー主体で、ロールサイレー
ジとして利用しています。
　労働力は、ずっと妻と二人で
やってきましたが、５年前から長
男が後継者として経営に参画して
くれており、基本的に３名でやっ
ています。その他に、パートとし
てシルバーの方をお願いしていま
す。子育てをしている時はヘル
パーを利用していたのですが、今
は、近くに酪農をやめたシルバー

の方が居るので、我が家の３名の
中の誰かが休む時等、随時、手伝っ
てもらっています。
秋田　ありがとうございます。続
いて八幡さんお願いします。
八幡さん　岩手県の葛巻町の八幡
です。よろしくお願いします。
　私は38歳までヘルパーをして
いましたが、親から経営移譲され
たのは30歳の時です。36歳の時
に牛舎を新築し、現在は経産牛80
頭、育成牛65頭、和牛繁殖牛３頭
の合計150頭弱を飼養しており、
１頭当たり乳量は10,000kg程度
です。
　和牛は、最近飼い始めたのです
が、森永さんのミックなども利用
しながらＥＴによる和牛生産にも
取り組んでいます。
　飼料畑の面積は牧草地が22ha、

デントコーンが９haの計 31ha
です。
　労働力は、両親が歳をとって引
退した時に従業員を１名雇用した
のですが、父が健康維持のためと
今でも手伝ってくれていますの
で、現在は私と妻と従業員の３名
と、父親が0.5名の計3.5名です。
秋田　ありがとうございました。
牧草の草種は何を栽培されている
のですか。
八幡さん　草種はチモシーとオー
チャードの２種類をつくっていま
す。それは刈り取り適期に収穫す
るためで、刈り取り時期の異なる
２種類の牧草を作付けしてロール
サイレージとして利用していま
す。
　収穫作業は３戸でコントラク
ター事業を立ち上げ、そしてトラ

梅木牧場外観

八幡牧場外観

■梅木牧場プロフィール

牧 場 主
住 所
労 働 力
牛 舎
飼養頭数
飼 料 畑
自給飼料
特記事項

梅木修司さん（６３歳）
青森県　六ヶ所村
３名（夫妻、長男）
対頭式タイストール
経産牛５８頭、育成牛４０頭
３２ｈａ
チモシー主体ロールサイレージ
国営パイロット事業による共同草地を利
用（１０ha）

■八幡牧場プロフィール

牧 場 主
住 所
労 働 力
牛 舎
飼養頭数
飼 料 畑

自給飼料

特記事項

八幡勝幸さん（４６歳）
岩手県　葛巻町
労働力３．５名（夫妻、従業員、父親）
対尻式タイストール
経産牛８０頭、育成牛６５頭
３１ｈａ

自給飼料収穫は３戸でコントラクターを
立ち上げ共同作業

デントコーンサイレージ
チモシーとオーチャードのロールサイ
レージ
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クター他の収穫機械のメンテナン
スをしっかりして寿命を伸ばすこ
とで機械コストの低減を図るとと
もに、牧草の適期刈りに努めてい
ます。
秋田　それでは、次に中六角さん
お願いします。
中六角さん　同じく岩手県の葛巻
町の中六角です、よろしくお願い
します。
　我が家は、経産牛55頭、育成牛
55頭の計110頭を飼養していま
す。親牛の頭数はこのところ常に
55頭程度であまり変化していな
いのですが、理由は良くわからな
いのですが、最近、雌子牛が多く生
まれるようになっており、育成牛
頭数が増えてきています。
　飼料畑は、借地を含めて20ha
で、デントコーンを８ha、牧草を
12ha 作っています。牧草地の
10haはオーチャードを作付けし
ていますが、残りの２haは傾斜が
きつく水はけも悪いため、何を作
付けてもうまくいかず、今はリー
ドキャナリーを植えています。
　１頭当たり乳量は、平成13年
に 10,000kgを超えて、それ以来
ずっと10,000～ 10,600kg程度を
安定して維持しています。
　労働力は、妻が勤めていますの
で私と両親の３名です。
秋田　ありがとうございました。
　小松さんはフリーストールとお
聞きしましたが、そのほかの皆さ
んの飼養形態を教えてください。
梅木さん　繋ぎです。昔の牛舎で
すので、中をカウコンフォートの
面からいろいろと手を入れ改善し
て飼養しています。乾乳牛と育成
牛はフリーストールで飼養してい
ます。

八幡さん　私のところも経産牛は
繋ぎで、育成牛はパドックや運動
場で放し飼いしています。
中六角さん　我が家も経産牛は繋
ぎで、育成は年がら年中放し飼い
で飼養しています。また、経産牛
には自動給餌機でサイレージと配
合飼料の2種類の飼料を給与して
います。
秋田　皆さんそれぞれ、ファミ
リーファームとして堅実な経営を
されている様子がよくわかりまし
た。
　瀬野コンサルタントは以前に皆
さんの牧場を訪問されています
が、皆さんの経営概況を聞かれて、
また以前訪問された時のことも含
めて、感じられたことや何かアド
アイスがありましたらお願いしま
す。
瀬野コンサルタント　今回、この

ような座談会を開催した背景に、
TPPの動きとか、なかなか先行き
が見通せない混沌とした状況が続
いていますので、酪農家自身が非
常に迷っているのではないかと
いうことがあります。世界の酪
農の大きな流れとして、アメリカ
の一部に代表されているような、
経営規模を巨大化していく方向
と、100頭以下の、いわゆるファ
ミリーファームで、規模を拡大す
るのでなく、経営の中身を改善し
ていく方向の２つの方向に分化し
ていくと考えています。
　本日参加していただいている
皆さんは、北海道は別として府県
の中では酪農地帯と言われる地
域で経営されており、規模もほぼ
同じで、１頭当たり乳量もほぼ
10,000kg前後で、非常に良く似た
経営をされている皆さんですの

中六角牧場外観

■中六角牧場プロフィール

牧 場 主
住 所
労 働 力
牛 舎
飼養頭数
飼 料 畑

自給飼料

特記事項

中六角保広さん（４６歳）
岩手県　葛巻町
労働力３名（本人、両親）
対尻式タイストール
経産牛５５頭、育成牛５５頭
２０ｈａ

デントコーンサイレージ（コンビラップ）
オーチャード主体ロールサイレージ

自動給餌機設置　　　　　　　　　　　
生涯乳量１０万キロ牛５頭輩出
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で、特に府県のファミリーファー
ム規模の酪農家の皆さんには、興
味深い座談会になるのではないか
と思っています。
秋田　ありがとうございます。

秋田　瀬野コンサルタントからこ
の座談会での皆さんからの意見や
発言が、今後の日本の酪農の進む
方向について大いに参考になる
し、興味深いものとなるのではと
の話しがあり、司会進行する者と
して、上手く進めることができる
か多少のプレッシャーも感じます
が、私も皆さんの経営概況をお聞
きして、想像していた以上にしっ
かりと自給飼料を作り、それを経
営の基盤とされていると感じまし
た。
　そこで、皆さんの自給飼料に対
する考え方や苦労されたり工夫さ
れたりしていることについてお聞
かせいただきたいと思います。
中六角さん　私が酪農に携わって
から約20年になりますが、最初の
頃は、とにかく搾れ搾れで、配合飼
料を多給して、輸入牧草も安けれ
ばいいやと言うことで、アルファ
ルファやチモシーなどをどんどん
買って給与していました。その当
時は、お付き合いしていた飼料会
社のアドバイスも搾ったほうが得
だということでしたので、とにか
く搾るということに一生懸命で、
実際その当時は自分でもよく搾っ
たと思います。一番搾っていた時
は42頭で１頭当たり平均42～
43kg搾ったこともありました。
　また、その飼料会社が自分の好

みの配合飼料を作ってくれるとい
うので、牛の前を何回も行き来し
たくなかったので、あれもこれも
配合して欲しいとお願いして自家
配合を作ってもらっていました
が、2008年頃の配合飼料が高騰
した時に、その自家配合の価格が
次第に値上がりし、70円／kg程
度だったものが90円／kg近く
までなってしまいました。それで
も搾った方が得ではないかと言わ
れていましたが、結果として、搾っ
た割には残る金があまり増えず、
また平均42kgということは、検
定をしてみると60kg台の牛が５
～６頭、50kg台の牛が 10頭以
上という状況になり、「牛は搾れ
ば出るものだなあ」と感嘆したり
していました。しかしながら、こ
の乳量は自分にとっても未知の乳
量であったので、これでは牛を壊
してしまうのではないかという不
安も感じ、もっと違う経営の仕方
もあるのではないかと少し疑問も
感じながらやっていました。
　そのような時に、東日本大震災
が発生し、その影響で輸入牧草が
高騰して、しかも品質も思うよう
なものが手に入らない状況となっ
たので、やはり自給飼料をしっか
り作るべきだと考え直し、借地に
より飼料畑を確保するようにしま

した。そして、平成22年に自動
給餌機を導入して、粗飼料と配合
飼料の２種類が給与できる給餌機
でしたので、デントコーンと配合
飼料を自動給餌機で給与するよう
にしました。そのようにしたら、
思っていたより牛の調子が良く
なり、また人間も楽になったので、
『ファーマーズアイ・モリちゃん』
に紹介されていたフランス酪農の
記事を読んだこともあって、粗飼
料はデントコーンを中心とした管
理ができないかと考え、挑戦しま
した。
　しかし、その時の我が家のデン
トコーンサイレージはあまり嗜
好性が良くなかったのか、自分が
思うほど牛が食べてくれません
でした。そのような時、北海道の
コントラクターと出会い、クラッ
シャーにかけてサイレージ調整し
たところ、格段に嗜好性が上がり、
牛の調子もさらに良くなったの
で、同じ飼料でも収穫・調整の仕
方によってこんなにも変わるもの
かと驚きました。まだ２～３年で
すけれど、今、手応えを感じている
ところです。
　葛巻町では、牧草の一番を刈り
取る時期が、ちょうど梅雨時期に
重なってしまうので、今後は、もう
少しデントコーンの作付けを増や

中六角さん

自給飼料生産の
取り組み
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して行きたいと考えています。
秋田　いま、デントコーンサイ
レージはどのくらい給与されてい
るのですか。
中六角さん　現在は、１日１頭当
たり15～ 20kgの量を通年給与
していますが、デントコーンの作
付けを増やして、１日当たりの給
与量をもう少し増量していきたい
と考えています。
秋田　クラッシャーをかけたサイ
レージ調整のために新しく機械を
導入されたのですか。
中六角さん　自分で機械を導入し
たのではなく、北海道のコントラ
クターにお願いしてサイレージ調
整してもらっています。調整した
サイレージは「コンビラップ」と
いいます。自動給餌機のストッ
カーに１日分余分に入れて置くの
ですが、このサイレージは夏場で
も２次発酵しないので、非常に調
子が良いと思っています。
瀬野コンサルタント　八幡さんも
そうなのですが、葛巻町の土地条
件は、傾斜地が多く決して良くな
いですよね。そのような厳しい条
件の中で、自給飼料をいかに確保

するか、そしてどのように利用す
るかというところに経営改善に向
けた努力を感じます。中でも、デ
ントコーンサイレージの品質に着
眼点を持って改善に取り組んでい
るところも参考になると思いま
す。
　配合飼料を平均で10kg以上給
与するのは日本だけと言っても過
言でなく、フランスはせいぜい2
～3kg程度です、その分コーンサ
イレージの品質の良いものを調整
して、ふんだんに給与することで
補っています。
秋田　次に八幡さんにお願いしま
す。
八幡さん　我が家の飼料畑は本当
に傾斜地で、もともと夏場は放牧

酪農だったのですが、それはそれ
で大変な面もあって、自分が高校
生くらいの時にその放牧酪農をや
めた経緯があります。
　その後、自分が経営を移譲して
もらってから頭数を次第に増やし
てきたため、当初は自給飼料確保
のためというよりは、糞尿処理の
目的のために借地して土地面積を
増やしてきたというのが実際のと
ころです。
　現在の飼料畑 31ha のうち
20haは借地です。しかしながら、
購入粗飼料が高くなってきたの
で、やはり自給飼料を確保しなけ
ればという気持に変わり、自給飼
料を積極的に作るようにしました
が、牧草の作付面積が増えると、適
期に刈れなくなってきたので、適
期刈りするために、刈り取り適期
が異なるチモシーとオーチャード
を作付けしました。しかもそれぞ
れの草種を飼料畑の等高線の高い
土地と低い土地に植え分けてい
て、収穫作業期間を計算しながら、
それぞれ２回の時期に分けて収穫
し、可能な限り適期に収穫できる
よう工夫しています。
瀬野コンサルタント　いや本当に
傾斜がきつく、トラクターで作業
できるギリギリくらいの傾斜地で
すよね。

八幡さん

中六角牧場のコンビラップ
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　葛巻町は酪農地帯であるには間
違いないのですが、土地条件は全
国の酪農地帯の中でも非常に厳し
いと思います。本当にその中で
様々な工夫をしながら、しっかり
自給飼料生産に取り組んでいると
ころが素晴らしいと思います。
中六角さん　トラクターが転倒す
るようなことは無いですけど、傾
斜は本当にきついですね、決して
自慢になることではありません
が。
秋田　本当に、厳しい条件のよう
ですね、他にコーンも作られてい
るのですよね。
八幡さん　そうですね、これから
はコーンをもう少し増やしたいと
考えています。できればそのこと
で配合飼料の給与量を少し減らし
てコーンで補えればと考えていま

す。
秋田　配合飼料を販売する会社と
しては、配合飼料を中心にもっと
もっと沢山食べさせてくださいと
言いたいところですが、決してそ
うではないと思っています。
　配合飼料に頼って、それを多給
するのではなく、やはり、まずは
しっかり自給飼料を確保して、そ
れをベースにした上で、バランス

をとって配合飼料で補完するとい
う飼養管理にすべきだと思いま
す。
　続いて梅木さんから自給飼料に
ついてお話しを聞かせてくださ
い。
梅木さん　土地条件としては、北
海道に近いというか平坦な所で、
葛巻町と較べるとやや恵まれてい
ると思います。
　六ヶ所村では、先輩方の努力で
約30年程前に国営パイロット事
業で草地造成がなされ、ただ、牛
舎から遠く１５ｋｍ程離れています
が、その共同草地に10haとその
周辺に借地と購入によりさらに
10haを確保して計20ｈａの草地
があり、そして自宅周辺に12ha
の合計32haです。
　現在は主にチモシー主体の草地
として利用しています。デント
コーンも以前は作っていて、３戸
共同で収穫作業をしていたのです
が、機械の老朽化や労働力、作業効
率の問題などが重なって、15年
ほど前にやめています。ラッピ
ング技術の普及で、安定した品質
が確保できるようになったことも
あり、以来、チモシー主体のロール
サイレージを利用しています。た
だ、作業効率や品質確保の面から、
大型で高性能の機械投資もあり、

梅木さん

八幡牧場のデントコーン収穫作業

八幡牧場のデントコーン
サイレージ詰め作業
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草地面積からするとやや過剰投資
かなと思う部分もあったのです
が、その分、機械のメンテナンスを
しっかりして大事に使うようにし
ています。
　また、草種をチモシー主体にし
たのも収穫適期に幅があるから
で、適期に収穫できるように、早い
品種と遅い品種を選択していま
す。
秋田　草地の更新や土壌改良に何
か工夫されていることがあります
か。
梅木さん　基本的にはチモシーに
ルーサンを混播することで草地更
新してきていますが、最近は温暖
化の影響か、牛舎近くの草地には
芝麦、遠隔地の草地には春ガヤな
ど、今までになく雑草が増えてき
て、以前から較べるとチモシーが
作りづらくなってきているように
感じています。周囲でも最近は
オーチャードが少しずつ増えてき
ているような感じですが、これが
課題の一つかと思っています。
　草地の更新は５～６年で実施し
ていますが、更新時はもちろんの
こと、堆肥散布時の施肥管理には

いろいろと気を遣っています。特
にカリ過剰にならないように気を
つけています。堆肥は草地への還
元と周辺の畑作農家への提供で、
現在の頭数でギリギリかもしれま
せんが、なんとか循環できている
状況です。
瀬野コンサルタント　六ヶ所村
は、土地条件は平坦で葛巻町より
恵まれていますが、気候条件は、葛
巻町より厳しく、むしろ北海道の
北側と近いのではないかと思いま
す。気候条件からすると、葛巻の
方がデントコーンが安定している

など良いですよね。
梅木さん　そうですね、ヤマセな
どの影響で、夏場が冷涼で、しかも
湿度が高いという気候ですね。
瀬野コンサルタント　温暖化の影
響ですが、これは北海道にも出始
めています。その典型的な例とし
て、以前は、北海道でルーサンを作
るのが難しかったのが、最近は結
構うまく作れるようになったとよ
く聞きます。ところが３年か４年
に一度寒くなってルーサンが根切
れをおこしてダメになると言うの
ですが、これが温暖化の影響の一
つだと、北海道の皆さんが良く話
しています。
梅木さん　そうですね、温暖化の
中でルーサンだけは良くなってき
ていますが、特にチモシーの栽培
が難しくなってきているような気
がします。
秋田　それでは、そのイネ科牧草
のオーチャードを主体に作ってい
る小松さんの自給飼料についての
取り組みをお願いします。
小松さん　基本的に草の生産だけ
に重点をおいて草を作るだけでは
なくて、まず糞尿処理も考えなく

梅木牧場ロールサイレージ

小松牧場の収穫風景
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てはならないというのが酪農経営
の課題だと思っています。糞尿を
草地に散布するのが一番手っ取り
早いのですが、それでは堆肥過剰
による弊害や環境問題も出てきま
すので、そのバランスを考えなが
ら、いかに上手に循環させること
ができるかということを一番に考
えて取り組んでいます。そのため
に、積極的に堆肥処理施設を作っ
て、完熟とまではいかないまでも、
最低でも一時発酵したものをしっ
かり作るようにしています。そし
て、夏場の堆肥は戻し堆肥として
敷料に利用し、冬場の堆肥は圃場
に散布するようにしています。
　したがって、増頭して規模拡大
するとなると、それに合わせて堆
肥処理施設と草地面積も増やして
いかねばならないのが、酪農の抱
えている課題だと思います。そう
いう意味では、我が家は現状の飼
養頭数と草地30haでちょうどバ
ランスが取れ、うまく循環できて
いると考えています。
　やはり、皆さんからも話があっ
たように、過去、輸入粗飼料が非常
に安く、40円も出せば良質なルー
サンが買えるような時であれば、
天候などにより、安定した品質の
自給飼料が確保できるかどうかも
わからない草地に投資して草を作

るよりは、購入した方がよっぽど
良いのではと思ったこともあり、
自給粗飼料を作りつつも輸入粗飼
料を購入して利用していました。
　しかしながら、時代の変化、酪農
環境の変化とともに自給粗飼料の
意味合いも変わってきて、やはり
良い粗飼料を作ることが、酪農経
営の中で非常に大切なことだと改
めて考えるようになりました。
　私も、自分の経営を始めた20
年前には、力んで草地の更新もす
べて一通り実施したのですが、そ
の後しばらくは、輸入粗飼料が安
かったこともあり、手を抜いてい
たのが実際のところでした。しか
しながら、やはり更新すれば収量
は上がるし、牛の嗜好性も良くな
るので、現在は、順次更新するよう
にしています。
　草種としてはオーチャードを主
体にして、いたずら半分にルーサ
ンを混ぜてみるとか、収穫が後半
になる部分にはチモシーを混ぜた
りしてみましたが、なかなかこれ
といった体系を作るまでには至っ
ていません。いずれにしても、安
定した品質を確保するには梅雨ま
でに収穫しなければならず、作業
性や糞尿の処理の面からも、自分
の経営では今の草地面積が適正で
あると思っていますので、この面

積で、更新や、草種の選定などを含
めて、より自分の経営に合った草
地管理を実施していきたいと考え
ています。
瀬野コンサルタント　小松さんの
所は、葛巻町より南に位置します
が、山裾ですので吹きおろしなど
があって、気候条件としてはやは
り厳しいと思いますが、いかがで
すか。
小松さん　そうですね。山沿いの
特異な気象というか時雨れやす
く、盛岡市内は晴れていても、岩手
山に雲がかかって頂上が見えない
時は私の地区は雨が降っていると
いうようなことがよくあります。
瀬野コンサルタント　それともう
一つ、日本は環境三法が施行され
てから大きく事情が変わったので
すが、300頭程度を超える規模の
酪農家の皆さんは、牛を飼ってい
るのか堆肥を処理しているのかわ
からないくらいだと言っているの
が実情です。設備投資や労力の投
下が、牛の管理と堆肥処理にそれ
ぞれ50：50になっているという
ことです。
秋田　そうですよね。この堆肥問
題は我が国の酪農、特に飼料畑面
積の少ない地域ではボトルネック
となってきているのが現状ですよ
ね。

秋田　我が国の酪農は、今後、規模
の大きなメガファームと100頭
前後のファミリーファームとに二
極分化していくと一般的に言われ
ていますが、この堆肥問題が、この
方向に今後どのように影響してい小松さん

乳牛改良への
取り組み
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くのか、そして、日本の酪農はどの
方向に進むべきかというのも大き
な課題であり、酪農経営をされて
いる皆さんにとってもいろいろと
考え、悩み、そして迷うところかと
思います。
　このような中で、皆さんそれぞ
れ、決して恵まれた土地条件とは
言えませんが、その土地を上手に
利用され、そして様々な工夫と努
力で、土地循環型の経営に取り組
まれていることに、敬意を表した
いと思います。
　続いて、皆さん方は、乳牛の改良
にも非常に熱心だと聞いていま
す。それぞれの乳牛改良、あるい
は乳牛共進会への取り組みなどに
ついて少しお話を聞かせていただ
きたいと思います。
小松さん　私は、たまたま宇都宮
で開催された全共に出陳したこと
はあるのですが、基本的には、共進
会に無頓着な方だと思います。た
だ、種雄牛を選ぶ時は、フリース
トール牛舎ということもあって、
肢蹄の改良の重要性を感じていま
すので、なかなか思い通りにはな
りませんが、乳房と肢蹄の改良に
気をつけて選定しています。
　乳量に関しては、そんなに乳の
出ない種雄牛はいませんので、そ
れほど乳量を重要視した改良と言

う点は意識していません。むしろ
乳成分や、自分の経営に合った体
型を意識して取り組んでいます。
梅木さん　私は、一定の規模で経
営を続けていく中で、経営改善の
一つとして良い牛を増やして行こ
うと言う気持で乳牛改良に取り組
んできました。今日、出席されて
いる葛巻町のお二人は共進会でも
お馴染みの素晴らしいお二人です
が、私も、地区や県の共進会には出
陳して他の良い牛を見て一つの励
みにしています。
　私の乳牛改良の一番の基本は、
牛群検定をしている中で、雌腹で
長命連産の母系をできるだけ残そ
うと考えて取り組んできたことで
す。したがって、その母系の子供

達が自ずと増えてきている状態に
なってきています。また、種雄牛
も長命連産と INDEXを意識し
ながら選定しています。経営の力
になるのはそのような牛ではない
かと意識しながらやっています。
八幡さん　私にとって共進会は仲
間づくりです。その仲間を通して
様々な情報を得ること、また、牛を
見る勉強、種雄牛の勉強として共
進会に取り組んでいます。私の乳
牛改良のポイントは、丈夫な足腰
と、ある程度の乳量を意識して種
雄牛を選定しています。
秋田　次に中六角さんお願いしま
す。
中六角さん　そもそも私が家の酪
農を継ごうというきっかけになっ
たのが、岩手で開催された全共を
見学したことでした。その当時、
学校に通うため盛岡市内に下宿し
ていたのですが、盛岡市内で全共
が開催されるというので、特に目
的もなく、たまたま立ち寄ったの
ですが、その時見た牛、北海道の牛
でしたが、その素晴らしさに驚き、
自分もあのような牛を飼いたい、
このような良い牛を飼えるのだっ秋田

梅木牧場の牛舎内部
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たら酪農も良いなと思ったのが、
この道に入ったきっかけです。
　そして、学校卒業後に北海道に
実習に行ったのも、この共進会を
見たためでした。その後、カナダ
へ実習にも行ったのですが、それ
も当時世界最高といわれたトニー
チャルキーという牛がカナダにい
て、その牛見たさにカナダに行っ
たくらいで、若い時は改良イコー
ル共進会という感じで、とにかく
良い牛を繋ぎたい、見た目にも良
い牛を繋ぎたいという感じでやっ
てきました。
　しかしながら、年々経営環境が
厳しくなる中で、改良の方向も少
しずつ変わってきて、現在は、よく
言われる生産寿命というか、長く
牛舎にとどまってくれるような牛
を繋ぎたいと思って改良に努めて
います。

秋田　皆さん、やはり乳牛改良に
一生懸命取り組まれているという
ことがよくわかりました。ご承
知の通り、日本の乳牛の改良は進
んでおり、能力は非常に高くなっ
ていると思います。その牛を健康
に管理してその能力を引き出す前
に、その能力を十分に発揮できる
ようにするための育成もまた非
常に重要だと思うのですが、皆さ
んの育成について少し教えて下さ
い。中六角さんいかがですか。
中六角さん　我が家は本当に恥ず
かしいような育成で、年がら年中
外で飼っているような状態です。
ただ、そのような環境でも、餌だけ
はとにかく切らさないようにし

て、いつでもふんだんに食べられ
るようにしています。冬も外で放
し飼いにしていますので、自分の
所の牛は、むしろ心臓や肺も強い
のではないかと勝手に思っていま
す。
　体型的には、昔は肋が深くて腹
の大きい牛と考えていたのです
が、肋が深ければ乳房も深くなる
し、子宮も下がってしまっている
ような感じがして、今は、育成牛は
深みではなく幅のある牛をと思っ
て管理しています。
八幡さん　我が家も基本的に中六
角さんと同じような管理です。育
成牛はお金がかかりますが、夏は
できるだけ安い放牧場に預託し
て、冬は少し高いですがミックに
預託するなど、できるだけ手をか
けないようにしています。
　しかしながら、哺乳期と発情期
と分娩時期だけはしっかり手をか
けるように管理しています。
梅木さん　育成は我が家では課題
かと思っています。
　葛巻町の皆さんは運動場に放し
て、運動させながらしっかり食べ
させて腹を作っているような気が

しますが、私の所ではハッチから
始めるのですが、育成の途中の段
階が、狭い所で飼っているため、過
肥になってしまうことがあり、過
肥にさせないで、しっかり運動さ
せてしっかり腹作りをすること、
そして、できれば一番草の質の良
い草を給与できればとは思ってい
るのですが、なかなかそうできて
いないので、これから改善しなけ
ればならない点だと考えていま
す。
秋田　梅木さんは、育成が課題だ
と話されていますが、それでも30
㎏以上の乳量を安定して搾ってお
られるわけですので、その課題を
的確に把握されて、やはり気をつ
けておられるのだと思います。小
松さんはいかがですか。
小松さん　私も育成に関してはこ
れという自信を持っているものは
ないのですが、フリーストールで
管理していますので、繋ぎで育成
することは良くないと考えて、グ
ループ飼いで管理しています。
　中六角さんは自分の育成をひど
い飼い方だと言っていますが、決
してそうではなく、運動させてい

中六角牧場の牛舎内部

育成について
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るという環境が育成段階では大き
いのかなと思っています。自分の
ところでは、グループで舎飼いで
すので、どうしても運動は不足し
ていると思います。また、飼料は
不断給餌していますが、幅のある
牛を作るためには梅木さんが話し
たように一番草を給与することが
できればと思っていますが、これ
もどうしても２番、３番になって
しまっていて、なかなか理想的な
形にできていないのが課題です。
秋田　皆さんそれぞれ謙遜されて
いるようですが、的確にポイント
を把握されておられるからこそ、
しっかりとした牛を作られている
のだと思います。瀬野コンサルタ
ントから、育成について何かアド
バイスをいただきたいのですが。
瀬野コンサルタント　現在、北海
道で始まっているのが育成牧場の
作り変えです。公共の牧場を例え
ば株式会社化するなどに作り変え
ることや、酪農家が共同で出資し
て育成牧場を作ろうということが
始まっています。育成牧場という
のは非常に大事だと思います。酪
農家の皆さんが安心して預けるこ

とのできる育成牧場を地域別に作
ることが必要だと思います。そし
て、育成牧場にはワクチネーショ
ンを含めた病気の問題も含めた
ルール作りが必要です。この育成
事業とコントラ事業の整備が、堆
肥とは別の問題としてこれからの
酪農を支えるバックグランドとし
て非常に重要だと思います。
　また、育成の技術的な面では、育
成牛の飲水の量が非常に重要だと
思います。飲む水の量が少ないと、
小さい粒子の飼料がルーメンの中
にとどまって育成牛でもアシドー

シスが起こっているという現実が
あるということです。
　それに、しっかりとしたワクチ
ネーションを含めた病気の管理を
徹底することが必要だと思いま
す。ワクチネーションをしっかり
しておくと、予防はもとより、育成
牛がもし病気になった場合でも、
診断が、より容易になるというこ
とになります。
秋田　ありがとうございました。
　これまでの皆さんのお話をお聞
きして、皆さんそれぞれが既に我
が国の平均を上回る10,000㎏前
後の高い１頭当たり平均乳量を実
現しながらも、乳牛の健康な管理
を基本とした長命連産を図るとい
う点に、共通の視点をもっておら
れるように感じています。
　私自身も、この業界で仕事をす
るようになって40余年になりま
すが、その間、様々な酪農経営の変
遷を目の当たりにしてきました。
　我が国の酪農はアメリカの酪農
に影響を受けながら今日まで来た
と思います。特に乳牛改良や生産
性の面で受けた影響は大きく、中
でも１頭当たりの乳量は飛躍的に

八幡牧場の牛舎内部

小松牧場の牛舎内部
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向上してきたと思います。しかし
ながら一方で、乳牛の寿命が大き
く縮まって、平均産次数が平均2.5
産とも2.7産ともいわれるように
なってきてしまいました。
　そのような中で、私は、何かが違
うのではないかという素朴な疑問
も感じていました。したがって、
私どもが森永乳業から分離独立し
て、飼料販売に特化した森永酪農
販売を創業する時に、もう一度原
点に立ち返って「健康な乳牛つく
り」「乳牛の健康な飼養管理」を
飼料販売の基本コンセプトとし
て、少しでも乳牛の寿命を伸ばし、
少しでも産次数を高めることが
我々の使命であり、役割でもある
と考え、そして、そのことを通して
少しでも我が国の酪農産業にお役
にたつことができる会社でありた
いと考えました。
　この「健康」、「長命連産」とい
うことについて、あるいは日本の
今後の酪農の方向について瀬野コ
ンサルタントに少しアドバイスを
いただけたらと思います。
瀬野コンサルタント　私は若い
時から、アメリカを中心に、カナ
ダ、オーストラリア、ニュージーラ
ンド、そしてフランスなどのヨー
ロッパ各国を訪ね、酪農および肉
牛の生産について調査してきまし
た。
　その調査を通して、各国の様々
な酪農を見てきました。その経
験を通して、私は1984年に、日本
がこのまま乳牛の能力の面だけ
を追いかけて、アメリカの酪農を
模倣していくと、確かに乳量は上
がるかもしれないが、乳牛が短命
になって、むしろコストアップに
なってしまうと酪農誌に掲載し

て、私なりに警告を発してきまし
た。その当時、この私の意見につ
いて様々な議論も起こりました
が、結果として、現在の日本の酪
農は、遺伝的にも経営的にも穀類
に依存して乳量を搾るという形に
なってきていると思います。これ
は世界の中で見ると特異的なこと
なのですが、日本の中では特異的
だということがよく理解されてい
ないのです。フランスをはじめと
するヨーロッパでは、放牧地とい
うほどではないのですが、それぞ
れの牧場が運動場を必ず持ってい
て、牛の行動を必ず見るというこ
と、そして穀類として給与する配
合飼料は３㎏程度で、デントコー
ンサイレージと放牧、それに粗剛
な乾草を組み合わせて管理してい
ます。アメリカでは子実利用の目
的のデントコーンとルーサンの組
み合わせで管理しており、その管
理の仕方も異なっています。
　日本が、輸入粗飼料にのみ依存
するという経営になっていった場
合は、外部要因にあまりにも左右
されることになりますので、やは
り自給飼料基盤をある程度しっか
りしておかなければならないと思
います。それは、単に飼料コスト
の問題だけでなく、堆肥処理の面
も併せて考えなければならないか

らです。先ほどもお話ししました
が、規模が大きくなればなるほど、
牛を飼っているのか堆肥を作って
いるのかわからなくなってくるほ
ど、この堆肥処理にも大きなコス
トがかかっているという現状にあ
り、むしろこの堆肥問題をいかに
クリアしていくかが重要となって
きています。
　飼料畑への堆肥の過剰投入の弊
害が言われている一方で、堆肥を
しっかりコントロールすること
で、体細胞数を減少させることが
できるという発表もされているく
らいに、この堆肥問題は、単に環境
やコストの面だけではなく、草作
りから乳牛の健康面まで大きく影
響を及ぼすことになります。また、
堆肥処理を考える中では、畑作園
芸農家との連携による地域循環体
系をしっかり作ることも必要かと
思います。
　いずれにしてもこの堆肥問題
は、日本の酪農の置かれた特有の
問題でもあり、直面する大きな課
題となっています。
　そういう点でも、皆さんが厳し
い土地条件の中で、この堆肥問題
と自給粗飼料問題に正面から向き
合って取り組んでおられるところ
は非常に注目すべき点で、また他
の酪農家の皆さんへも大いに参考

瀬野
コンサルタント
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になるものと思います。また、皆
さんのお話にもあったように、単
に１頭当たり生産性として、乳量
のみを追うのではなく、生涯乳量
を高めるなど、健康、そして長命、
そのための繁殖に視点をおいた経
営に向かっていくべきだと考えて
いますが、いかがでしょうか。

秋田　今、瀬野コンサルタントか
ら日本の酪農の抱える課題とし
て、まずは堆肥の問題、そして外部
要因に大きく左右されないコスト
弾力性のある経営として自給粗飼
料基盤をしっかり整えなければな
らないということ、そして、やはり
それらを基盤として乳牛の健康に
視点を置いた経営に向かっていく
べきではないかとのアドバイスを
いただきましたが、この堆肥問題
については、先ほどの自給飼料の
お話の時も話題になりましたが、
改めて皆さんの思いや考えをお聞
かせください。
中六角さん　私自身が農業士をし
ていた時に聞いたことがあるので

すが、岩手県全体で考えれば、堆肥
の産出量と耕地面積のバランスは
ちょうど良くとれているというこ
とで、堆肥の流通問題が解決され
れば県内ですべてが上手く循環さ
せることができるということです
が、葛巻は周囲がほとんど酪農家
なので、園芸畑作農家への還元と
いう形での堆肥処理は難しく、す
べて自分の畑で処理しなければな
らないのが現状です。
八幡さん　その通りで、私はスラ
リーと固形の両方を自分の飼料畑
に還元していますが、できればス
ラリーは、牧草地には散布したく
ないところですがそれも致し方な
いと思っています。また、飼料畑
が結構遠いので、その散布するコ
ストはそれなりにかかっているの
が現状です。
小松さん　確かに、堆肥作りのた
めに結構な手間やコストはかかっ
ているのですが、堆肥をしっかり
作ることで、化学肥料の使用量が
減少してきているので、その面で
は、少しは堆肥作りそのもののコ
ストを相殺できている部分もある
と思っています。また、しっかり
堆肥を作り、コントロールするこ

とで作る草も変わってきていると
思います。
　先ほど瀬野コンサルタントか
ら、堆肥で体細胞数を減少させる
という研究成果も発表されてい
るという話を聞いて、堆肥作りを
しっかりすることで、作っている
草にも、そして、さらに見えない部
分でも何か改善効果が出る可能性
があるのではないかと感じました
ので、その面でも希望を持って堆
肥作りに取り組んでいきたいと思
います。
梅木さん　それぞれの牧場の立地
条件にもよりますが、私の牧場の
周辺には畑作農家も多く、長芋、ニ
ンニクなどの主産地ということも
あって、堆肥を結構求められます
ので、地域的には割と循環できて
いると思っています。したがって、
我が家でも、今の規模で何とか循
環していますので、経営規模をこ
れ以上大きくすることよりは、現
状規模で、むしろ経営の中身を改
善しながらやっていきたいと思っ
ています。
秋田　堆肥の問題は、本当に日本
の酪農にとって大きな課題だと思
いますが、それぞれ地域の事情も
異なっていますので、なかなかこ
れといった具体的な解決方法を、
今ここで見出すことはできませ
ん。
　しかしながら、４名の皆さんは、
飼養頭数と飼料畑のバランスをう
まく保って、可能な限り循環型の
経営に取り組まれているというこ
とだと思います。やはり、しっか
りとした自給飼料基盤持つこと
が、一つの強みになるのではない
かと改めて実感しました。

堆肥問題が重要な課題
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秋田　次に、乳牛の健康管理とい
う点について皆さんにそれぞれご
意見を聞かせていただきたいと思
います。
小松さん　先ほど中六角さんも話
されていたのですが、私も一時期
は、乳がどんどん搾れることが面
白くて、配合飼料を多給して乳量
を追い求めたこともあったのです
が、自分自身の技術がすべて伴っ
ていなかったこともあるのかとは
思いますが、その結果、過肥や、そ

のことによる周産期病、繁殖障害
などが発生して、乳牛の更新率が
高まるなどの弊害も出たように思
います。
　ヒヤヒヤしながら搾っても、結
局はそれほど所得に結びつかな
かったということで、現在は、いた
ずらに乳量を追うよりも、先ずは
繁殖を最優先に考えて管理しよう
と意識してやっています。そうす
るようになってから更新率も下
がってきて、後継牛に余裕ができ
てくるようになり、後継牛だけで
なく経産牛をも含めて個体販売で
きるようになり、むしろ所得が増

えてきたように思います。ですか
ら、乳量一辺倒の考え方でなく、牛
を健康に飼う、繁殖を良くすると
いうことは経済的効果ばかりでな
く、精神的にも楽に牛飼いができ
るようになって安定するような気
がしています。
梅木さん　私も、若い時は日本の
酪農の成長段階の頃で、特にアメ
リカの飼養管理と言いますか、結
局は経済活動ですから、所得を上
げようということで、乳量を追い
求めてきたこともあります。
　最近は、リーマンショック以降
の配合飼料の高騰でそうせざるを
得なくなったという環境になっ
たことに加えて、自分自身が歳を
取って少し枯れてきたせいでも
あるのかもしれませんが、そんな
に無理をしないで粗飼料をベー
スに、まずは牛の胃袋をしっかり
安定させよう、そうすれば、そんな
に攻めなくても今の牛はそこそこ
乳量も出るのではないかと思いは
じめ、現在では、先ずは長く働く牛
作りということを考えた管理に変
わってきています。
　ただ、若い時代に攻めた時期か
ら、我が家では１頭ごとに牛名板
を作って牛の前にかけており、今
もそうしているのですが、その中
で、昔飼っていた３頭の牛名板を
我が家の牛の殿堂みたいな思いで
残しています。
　その牛名板を残している牛は、
それぞれ11産、10産、８産の牛で、
その系統が母系として増えてお
り、比較的繁殖が良くて乳房炎に
なりにくい系統で、良くはわかり
ませんが、免疫性が高いというか、
そんな遺伝子を持っているのでは
ないかと思っていて、この牛の系

乳牛の健康管理・
長命連産への取り組み
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統が我が家の経営に大いに貢献し
てくれているのではないかと思っ
ています。
　あまり高能力ではないかもしれ
ませんが、これまで経営の中で自
然に選抜されてきた母系ですの
で、これを大切にしていきたいと
考えています。
秋田　八幡さんはいかがですか。
八幡さん　私はあまり細かくは考
えるのではなく、とにかくまずは
牛を見て管理することを一番の基
本としています。
　飼料計算した給与メニューも頭
の中で一つの指標にはしています
が、やはり、牛を見て適当に調整す
るといった具合です。
　そして、経産牛の産次数はピラ
ミッド型でなくてはいけない。経
産牛がどのような産次数で構成さ
れているのが我が家にとって最も
バランスが良いのかということを
常に考えています。そして、１頭
当たり平均乳量でなく、１日のバ
ルク乳量を平均して維持していく
ことを基本に考えています。私
は雌牛が生まれると、どうしても
家に置く癖があるので、牛が健康

で繁殖が順調になると牛が増えて
困ってしまうこともあります。そ
れで、最近は和牛の受精卵を移植
して、少し和牛も飼うようにして、
頭数を調整している面もありま
す。
秋田　牛が増えることは良いこと
ですので、それは贅沢な悩みです
ね。
　中六角さんには先にお話しして
いただきましたが、何か付け加え
ることがありましたらお願いしま
す。
中六角さん　私が就農した時は、

日本の酪農はアメリカの酪農に
30年遅れている、葛巻町の酪農は
北海道に20年遅れていると言わ
れていた時代でしたので、とにか
く北海道に追いつけ追い越せとい
うことで、自分も改良の世代間隔
を早くして早くしてというふうに
改良に夢中になったことがありま
す。その中でも、今、家にいる牛で
一番歳をとっている牛は13歳で、
今12産目を妊娠しています。
　現在、生涯乳量10万kgという
一応の指標があって、今年２頭達
成できましたが、これまで通算で
５頭作ることができました。
　その牛は、過去に乳量を攻めて
管理していた時の牛なのですが、
今もしっかり残っていますので、
先ほど梅木さんも話されていたよ
うに、そのような管理にも耐えて
長命で10万 kgを果たした系統
というかファミリーの遺伝子によ
る改良ということも非常に大切だ
と思っています。
　ただ、昔はその牛の持つ能力
を120％発揮しようと考えていた
のですが、現在はそうではなく、
10,000㎏搾ろうと思えば、12,000
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㎏の能力を持つ牛を作れば、それ
ほど無理しなくても搾れるし、改
良によって母親より良い牛を作る
ことを繰り返して、良い牛ができ
れば、その牛を長く牛舎において
子を取ってその系統を残していく
ことができれば、経営もさらに上
手くいくのではないかと思って、
そういうことを考えながらやって
います。従って、やはり改良は大
切だなと思っています。
　そして、思うことがあるのです
が、現在、牛乳の消費が減ってきて
いて、消費者の皆さんには、野菜を
はじめ農産物は国産を消費して欲
しいと言っているわけですが、自
分の所の牛を見て、食べている餌
からして、国産と言えるのかなと
考えることがあります。穀物はあ
る程度仕方ないとしても草は地産
地消ではありませんが、葛巻町の
ものを使って、それで足りない場
合でも国産のものを使って牛乳を
生産しないと消費者に説明できな
いかなと思うこともあって、やは
り自給飼料を増やしていかなけれ
ばならないと思っています。
秋田　次に話題は変わりますが、
皆さんそれ乳検を実施されている
と聞いています。これは非常に重
要なことだと思います。酪農経営
は非常に専門的な仕事で、経営判
断をされる時、経営者の長年の経
験に裏打ちされた知識・技術なら
びに経営感覚や勘が大切であるこ
とは言うまでもありませんが、こ
れからの厳しい時代を生き残っ
ていくためには、経営結果をモニ
タリングして、具体的に数字で把
握し、数値化した経営改善の指標
を持つことも必要だと思っていま
す。

　そういう意味では、牛群検定に
もっともっと積極的に取り組み、
そのデータを上手に活用していく
べきだと考えています。
　皆さん乳検に加入されています
が、それぞれ乳検データをどのよ
うに活用されていますか。あるい
は乳検データにかかわらず、何か
経営の指標として一番注意されて
いることは何ですか。
中六角さん　経営の安定には、や
はり繁殖に一番気を遣っていま
す。私は、人工授精所で出してい
る繁殖カレンダーを利用して、そ
れに繁殖に関する事項を日々記入
して、過去のカレンダーと今のカ
レンダーとを比較をしながら活用
しています。その中で、特に指標

としていることは、毎月の受胎頭
数です。目標は毎月５頭平均で分
娩させるような管理です。
八幡さん　私の場合も中六角さん
と大体同じです。受胎頭数を毎年
同じサイクルで維持すると、育成
牛もそのサイクルになるので、自
然と分娩頭数が同じサイクルに
なってきます。そのサイクルがあ
まり変化しないように繁殖を管理
することに努力しています。
梅木さん　私もやはり繁殖を基本
にしています。後は健康のバロ
メーターでもあり、消費者に良質
な牛乳という意味で、乳質、特に体
細胞のデータは10万以下を指標
としてチェックしています。もち
ろん乳量も参考にしています。

梅木さん

梅木牧場の繁殖ダイアリー
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　繁殖は円盤状の繁殖ダイアリー
を活用して、分娩頭数や育成の管
理をしています。分娩のピークの
山が１年に３回くらい来るように
できれば、生乳生産が安定するの
で、それを目標にしています。我
が家ではその繁殖ダイアリーが結
構機能しています。
秋田　小松さんも先に繁殖を一番
の管理ポイントにされているとお
聞きしましたが、具体的にどのよ
うな点に気をつけられているかお
願いします。
小松さん　私は、受精する時は、特
に分娩頭数のピークを調整するよ
うなことはしないで、とにかく発
情がくれば先ずは受精して受胎さ
せることを最優先にしています。
その結果として、あまりにも一時
期に分娩が集中する場合は、労力
的な面もあるので、後継牛の分娩
予定と照らし合わせながら、経産
牛を含めて売却して、分娩が集中
しすぎるのを調整することもあり
ます。
　また最近は、岩手県でも和牛の
産地として和牛のETに補助金
がありますので、それを利用して、

夏場など受胎率の悪い時や人工
授精で受胎しない牛には、和牛の
ETを積極的に取り入れて受胎率
低下をカバーするようにもしてい
ます。普通の人工受精でなかなか
受胎しない場合でも、ETで受胎
するケースが結構あります。
秋田　そうですね、弊社にも受精
卵移植と育成牛受託を行っている
ミック事業部がありますが、そこ
でも、特に夏場はETの方が受胎
率が良いという結果が出ていま
す。皆さん揃って繁殖を一番気に
されているようですが、私共も、乳
検データのJMRの値を繁殖の指
標として着目しているところで
す。瀬野コンサルタントから、そ
のことについて少し解説をお願い

します。
瀬野コンサルタント　JMRとい
うのは、簡単に言えば、初産牛と経
産牛それぞれの分娩後の受胎日数
の目標値をあらかじめ決めておい
て、その目標より受胎が遅れた日
数を積算して、その数値で牛舎全
体の繁殖状況の目安にしようとい
うものです。要するに、JMRの
数値が多くなると繁殖が目標より
遅れているということになりま
す。
　このように、乳検データをはじ
め、様々なデータがあります。こ
のデータを集めるため一生懸命に
労力をかけているわりには、その
データをいかに活用するかとい
うところでは、あまり一生懸命に
なっていないような気がしてなり
ません。今後、このようなデータ
の使い方、見方、例えばこのデータ
がどうなれば、コストにどう影響
してコストはこうなるというよう
に、もっと簡単にそしてわかりや
すい形でデータの活用方法を作っ
ていかねばならないと思っていま
す。そうすればもっともっと酪農
に役に立つのではないかと思いま
すし、酪農経営も変わっていくの
ではないかと思います。これから
必ずそのような時代になっていく
ものと思います。

小松さん
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秋田　ありがとうございます。
　今、瀬野コンサルタントが提起
した問題は、本当に大切だと思い
ます。私どもも、弊社の営業マン
を中心に、もっともっと勉強して、
お客様と一緒に乳検のデータを共
有して、そのデータをどのように
活用するのが、お客様のお役に立
つのかということに取り組んで行
きたいと思いますので、是非、弊社
の営業マンにもお気軽に声をかけ
ていただきたいと思います。また、
乳検は経営の基礎として非常に大
事だと思いますので、続けていた
だきたいと思います。
　その次の話題として、乳牛の健
康な管理の一つとして、乳牛の乳
期ごとにおける管理で皆さん気を
つけられている点、ご苦労されて
いる点などありましたらお聞かせ
ください。特に中六角さんは自動
給餌機を利用されているというこ
とですが、この自動給餌機を利用
した中で、分娩後の立ち上がり期
の飼料給与で特に注意されている
点などはありますか。
中六角さん　私はとりあえずどの
ような効果があるのか確かめた
かったので、従来食べさているデ
ントコーンと配合飼料の量を５回
に分けて給与してみました。そう
して一年様子を見たら、アシドー

シスになるような状態が改善され
たのか、例えば膨脹症などの消化
器系の病気や、蹄の疾患が非常に
少なくなったので、それなりの効
果があったと実感しています。
　特に分娩後の立ち上がり期は、
それまでは、配合飼料を食べるよ
うであれば10日目位には 12kg
ぐらい給与するような感じで管理
していて、飛び出し乳量は高くて
もすぐ乳量が落ちていったり、消
化器障害をおこしたりしていたの
ですが、自動給餌機を導入してか
らは、先生方から配合飼料は１日
に400ｇ以上増給してはダメだ
と聞いていたので、１日に380ｇ
ずつ増給するようにしました。そ
うしたら、乳量が乳検で示されて
いるような２ヶ月目頃にピークを
迎える泌乳曲線に近い形となり、
産後のトラブルも少なくなりまし
た。人の手では、380ｇずつなど
というのはそう簡単なことでない
ので、そういう点では自動給餌機
で助かっています。
秋田　その他の乳期で特に気をつ
けていることはありますか。
中六角さん　最近は乾乳前でも結
構乳が出ている状態の牛が多く
なってきているのですが、特に乾
乳前のコンディションに気をつけ
ています。以前は配合飼料の給

与量をそれほど細かく変えてい
ませんでしたが、折角自動給餌機
をつけたのだからもう少しメリ
ハリをつけようということで、泌
乳量を目安に、配合飼料の給与量
のMAXを11kgにして大体７～
11kgの範囲で調整しています。
　あとは分娩間隔ですが、１年１
産は自分の所では合わないと思っ
ていて、おおよそ440日前後を目
安にしています。というのも、過
去に1年 1産を目標にして種付
けして受胎したこともありました
が、その牛は乾乳前に40kgぐら
い乳が出ていて、それを乾乳する
のは牛にとってストレスとなるの
ではないかと考えたからです。
秋田　八幡さんは乳期の管理で気
をつけていることはどのようなこ
とですか。
八幡さん　私は乾乳配合から搾乳
配合に切り替える時期と、やはり
泌乳ピークに向かう時期ですね。
その時期は、牛の食べ方やボディ
コンディションと、乳量を見なが
ら特に注意しています。
秋田　梅木さんはいかがですか。
梅木さん　飼料給与管理は、特に
どのようにしているということで
もないのですが、高泌乳期は、蛋白
サプリメントと組み合わせたりし
て、配合飼料全体の給与量は９～
10kgを上限にして給与していま
す。そして１日３回の分離給与を
しています。
　やはり分娩後の立ち上がり時
期には気を遣っていますが、基本
的に昔習ったリードフィーディ
ングのような形で、分娩時に約４
kg程度の配合飼料を食べている
状況にしておいて、0.5kg／日ず
つ増飼するのを基本にしていまし

中六角さん
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たが、最近は、その増飼の量を0.3
～ 0.4kg程度にやや少なくして、
おとなしく立ち上げるようにして
います。その後は乳検データの乳
量を参考にして、月に１回、飼料給
与量を黒板に記入しておいて、家
族の誰もがわかるようにしていま
す。そう神経質になることなく、
牛の調子を見ながら割りとアバウ
トな感じでやっています。
小松さん　私のところはTMRな
のですが、牛群を泌乳前期と中期
の群と、泌乳後期の群の２群にし
ていますが、TMRは1種類で給
与しています。
　したがって、TMRを調整する
栄養レベルの判断が非常に難しい
のが実態で、お恥ずかしい話です
が自分の勘で調整しています。た
だ、そのような中で、泌乳後期のボ
ディコンディションに気をつけな
がら群を移動したり、一部には増

飼いしたりして、できるだけ乾乳
前のコンディションを保つように
しています。
　また、これは私の所だけなのか
もしれませんが、これまでクロー
スアップ期のみに給与していた硫
酸カルシウムを、乾乳期を通して
給与するようにしています。ずっ
と続けることによって、乳熱とか
産後の起立不能が少なくなってい
るように感じています。
瀬野コンサルタント　最近、自動
給餌機を取りつけた人、それか
らロボット搾乳機を導入した人、
TMR給与にした人からの問題解
決のアドバイスを求められること
が非常に多くなっています。中六
角さんは自動給餌機をとてもうま
く利用していると思います。実は
うまくやっている人の方が少ない
ように感じています。
　中六角さんの所では、その自動

給餌機が牛の前を一回りするの
に30分ということですので特に
問題はないと思いますが、例えば
100頭の場合は、おおよそ１時間
以上かかります。その場合は乳期
によって牛を繋ぎ替えたり、乾乳
牛を別飼いしたりしないとうまく
いかない場合も多々見受けられま
す。
　そして、やはり分娩後の立ち上
げ期の増飼のペースが非常に重要
だと思います。
　増飼は３日に１kg程度のペー
ス、すなわち分娩時に３kgの配合
飼料を給与している場合は20日
後に９kg程度の給与量に、分娩時
の給与量が４kgの場合は 20日
後の給与量は10kg程度と、決し
て焦らないことが重要です。こ
れを焦って失敗すると、せっかく
登った階段から落ちしまうことに
なり、また最初から階段を登らな
ければならないので、焦った結果、
結局は泌乳ピークを迎えるのが遅
くなってしまうということです。
　次に、小松さんから話のあった
低カルの問題ですが、これは牛が
高泌乳牛になった今日では、決し
て産後すぐの疾病だけではなく、
乳期に関係なく何時の時期でも低
カルによる起立不能が発生してい
るということです。地域によって
は、最近、泌乳後期の起立不能がと
ても多くなったという話をよく聞
いています。従って低カルは常に
起こす危険があると言うことを頭
に入れて管理する必要がありま
す。
　管理においては、乾乳期に高
カリで泌乳期に低カルとなるよ
うな給与管理は避けることが必
要です。また搾乳時はDMI 22

八幡さん

瀬野
コンサルタント
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～ 23kg に対し乾乳期の牛は
DMI 10kgで腹が横に出るほど
になりますが、それは長い粗飼料
を給与するからです。したがって
乾乳期は嗜好性の良い、長い粗飼
料を給与することが必要であり、
その時期にしっかり腹を作ってお
いて、後は分娩後の立ち上がりを
決して焦らずにしていけば、牛は
スムーズに健康な管理ができると
いうことになります。したがって、
泌乳後期から、乾乳期、クロース
アップ期、分娩後の立ち上がりの
時期の管理が重要ということにな
ります。

秋田　皆さんから様々なお話しを
聞くことができ、時間の経つのも
忘れるほどでしたが、私の司会進
行のつたなさもあって、話題が行
き来したり、また飛び飛びになっ
てしまったところもあったかと思
います。しかしながら、皆さんの
おかげで、大いに意義のある、また
参考になる座談会になったと思い
ます。大変ありがとうございまし
た。まだまだお聞きしたいことが
たくさんあるのですが、時間も残

り少なくなってきましたので、最
後に、皆さんにそれぞれ今後の経
営方針についてお聞かせいただけ
ればと思います。よろしくお願い
します。
　最初に中六角さんお願いしま
す。
中六角さん　私は、これまで、40
歳になるまでに、頭数的にも資本
的にも最高にしておいて、40歳
過ぎたら毎年１頭ぐらいずつ頭数
を減らしていけば、70歳くらい
までは簡単にやれると考えてきて
いましたが、実際は、なかなか頭数
を減らすことに踏み切れなくて、
今も同じ規模で経営を続けていま
す。今後は、規模をそれほど大き
くするのではなく、基本的に、現状
の規模を維持しながら、さらに遺
伝改良を行いながら、少しでも良
い牛を作っていき、個体販売も積
極的に経営の中に取り入れていき
たいと考えています。また、自給
飼料のコーンサイレージの増量確
保と併せて更なる品質の向上を図
り、コーンサイレージを中心とし
た飼養管理体系を確立していきた
いと思います。
　こういう時代なので、いつか乳
価が安くなる時代がくるかもしれ
ないとも思っていますが、先日、北

海道の酪農家の方の講演を聞いた
時、「乳価はどれくらいだったら
合いますか」という聴衆からの質
問に対して、その人は、「私は牛が
好きなので乳価がいくらになって
もそれに合う酪農を続けます」と
いう回答をしていました。それを
聞いた時に、自分もどのような乳
価になっても合わせられるような
経営をしていきたいと思うように
なりました。繰り返しになりま
すが、まずは自給飼料をしっかり
作って、そして良い牛を作る事を
基本に酪農を続けたいと考えてい
ます。
瀬野コンサルタント　コストの問
題ですが、海外が安いことには間
違いなく、TPPは、そのコストで
生産されたものが加工品として輸
入されるということになることに
なるのでしょうから、どうしても
国内の価格も安い方向に引っ張ら
れてしまうことになるのだろうと
思います。
　基本的には、どのようなことで
あってもコストダウンには取り組
み続けていかなければならないと
思います。生乳生産コストとして
50円、60円程度を目指していか
ないとならないと考えています。
　乳価の前に、まずは、自分のコス

秋田

経営の今後の
方向について
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トをどこに持っていくかと考える
ことが必要だと思います。
秋田　続いて八幡さんお願いしま
す。
八幡さん　息子が高校生なのです
がやる気満々で、加えて娘も酪農
に興味を示しているので、そのた
めにどうしていこうかなと考えて
いるところです。規模拡大は、自
分の施設ではもう限界なので、少
し離れたところの離農後の牛舎を
購入して、現在、和牛を少し飼って
いますが、和牛が良いのかそれと
も育成牛を置くのが良いのか迷っ
ているところです。
　最近TPPなどが問題になって
いますが、自分がどうこう騒いで
みてもどう変わるものでもない
し、自分がやっていけなくなるよ
うであれば周りもやっていけなく
なるのだからと腹をくくって、と
にかく最後まで残れるように努力
したいと思っています。
秋田　ありがとうございます。子
どもさんが非常にやる気を示して

くれているということはとても嬉
しいことです。
　続いて梅木さんお願いします。
梅木さん　これからは息子に経営
を円滑に引き継いでいくことが課
題だと思っています。今後、どの
ような経営をするかは息子の考え
方にあると思います。基本的には、
やはりアメリカの技術を大いに取
り入れていくべきだと思っていま
すが、日本というか私の住む地域
の経営環境からして、やはりアメ
リカ型の酪農ではなくて、環境と
調和した酪農ということではヨー
ロッパ型の酪農の形を目指して行
くべきではないかと考えていると
ころです。
秋田　小松さんはいかがですか。
小松さん　先の３名の皆さんが私
の考えも代弁してくれているよう
に、全部私の気持と似たようなこ
とを話していただいたのですが、
端的に言うと、現在の規模や経営
のやり方を変えようという気には
ならないということです。

　将来のことは、今後どのように
なっていくのかが本当に不透明
で、不安な要素も多くて、必ずしも
規模拡大することでコストが下
がって儲かるとは、一概に言えな
いのではないかと考えています。
また環境の問題や労働力の問題を
考えても、私の場合は、敢えて規模
を拡大するべきではないのではな
いかと考えています。
　私はまだ実質20年しか酪農を
やっていないのですが、これまで、
自分なりに、環境循環型の酪農を
意識してやってきましたので、そ
れを崩してまで、新たな儲かる経
営パターンを作る自信もないの
で、これまで自分でやってきたも
のをベースにしながら、その中で
努力する方が賢明でないかなと考
えています。
　現時点では息子がどうするの
か、その意思がまだはっきり見え
ていないので、当面は、自分が経営
を続けていく中で、10年くらい
先を見据えた展望として、このよ
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うに考えています。
秋田　ありがとうございます。皆
さんが現時点では、規模拡大をす
るのではなく、現在まで続けてこ
られた規模の中で、引き続き、自給
飼料生産にさらに力を入れ、それ
をベースに乳牛改良や飼養管理改
善にさらに取り組み、そしてコス
トダウンを意識しながら、経営改
善に努力し、何よりも地域と調和
した循環型の酪農を続けていきた
いという力強いお話を聞かせてい
ただき、本当に頼もしく感じまし
た。重ねてありがとうございます。
八幡さん　規模拡大に関すること
で、私の頭の片隅にあることなの
ですが、これは葛巻町に限ったこ
とではないと思いますが、最近で
は、後継者不足で40～ 50頭規模
の酪農家が次第に離農する時代に
なってきています。そして中には、
私よりも良い条件の人もやめてい
くようになっています。
　そんな時に思うのですが、規模
拡大するとき、自分の牧場で設備
投資をして拡大して、糞尿処理な
どで新たな問題に直面していろい
ろと悩むよりは、離農跡を、飼料畑
を含めて購入するなり借り入れる
なりして、そして離農した人を２
人程度雇用して、それぞれ同じよ
うな40～ 50頭規模の分場とし

て、いわば一般の会社で言えば支
店のような形で経営して、それに
よって経営全体の規模を拡大して
いくのも良いのではないかと考え
ています。
　そうすれば、それぞれの農場（分
場）で無理なく循環型の経営を持
続できますし、また飼料給与や飼
養管理の技術も現在の自分の持っ
ているレベルで十分に対応してい
けるのではないかと思いますが、
これについては皆さんいかがで
しょうか。
小松さん　それは地域貢献にもな
るかもしれませんね。
中六角さん　離農が進むと人口も
減少し、町そのものが衰退してい
くことにもなるので、何か雇用の
場所をつくることが必要であると
誰もが思っていると思います。そ
れで、メガファーム構想等も浮上
したりしてきていますが、単にメ
ガファームに向かって走るだけで
なく、八幡さんが話されたような
形も十分あり得ると思います。
瀬野コンサルタント　それは今後
の規模拡大の一つの方向で、既に
そのようなことが一部で始まって
います。また、メガファームの中
にも既に系列化が一部に始まって
いますね。是非そのような形も実
現されると良いと思います。これ

も今後の酪農の一つの方向として
参考になるのではないかと思いま
す。
秋田　まだまだ話は尽きないので
すが、本当に予定の時間となって
しまいました。
　本日は、お忙しい中、長時間にわ
たって、貴重なご意見をお聞かせ
いただき誠にありがとうございま
した。私のつたない司会にもか
かわらず、皆さんのおかげで非常
に参考になる、そして有意義な座
談会にすることができたと思いま
す。
　弊社も、本日、皆さんからお伺い
したことを参考にして、少しでも
皆さまのお役に立てる会社である
ことを目指して精進してまいりま
すので、引き続きよろしくお願い
申し上げます。
　酪農業界はTPP問題を含め、
引き続き、先行き不透明で厳し
い状態が続くかとは思いますが、
2014年は午年です。天を翔ける
馬のように、元気な一年になるこ
とを願って座談会を閉じたいと思
います。
　重ねてお礼申し上げます。あり
がとうございました。

健康な乳牛づくりをお手伝いする森永のビタミン・ミネラル剤

森永VM
スタンダード

森永VM
スペシャル

◉NRC2001及び日本飼養標準の推奨量を充足するビタミン
A、D３、E、及び微量ミネラルをバランスよく配合しました。

◉NRC2001の推奨量まで無機ミネラルを配合し、推奨量を
超えるレベルを有機ミネラルで強化しました。

◉マッシュとベレットを用意しました。

特　徴
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　飼料や燃料などの輸入資材が高止まりし、我が国
酪農は依然として厳しい状況が続いています。こう
いった状況下では、少しでも飼料を節約したいとこ
ろですが、闇雲に節約すれば、乳量を低下させてし
まうことはご承知のとおりです。
　こういった時には牛群検定データを活用して過不
足のない適正な飼料給与を行わなければなりませ
ん。
  さて、このように飼養管理の基礎を支える牛群検
定事業は昭和５０年２月にスタートし、現在まで実
に３８年もの長きにわたって行われている事業です。

　牛群検定は、月に一度、検定員が搾乳作業に立会す
ることで、乳量、乳成分の他、繁殖、飼料といった
飼養管理情報を得て、経営改善に役立てる事業です。
　本章では、まず牛群検定とはどんなことを行うも
のなのか？　を紹介したいと思います。牛群検定を
既に実施している方も、基本に戻って確認してみて
ください。

しかし、残念ながら、その普及率は高くなく、都道
府県格差も大きいものです。そこで、本稿において
は、牛群検定の基本に立ち返り、現在行われている
新しい牛群検定がどういったものなのかを紹介しま
す。
　以前に検定を実施していて、辞めてしまった方が
いればその進歩に驚かれると思います。現在も牛群
検定を行っている方は、その新しい利活用を取り入
れて頂きたいと思います。そして、牛群検定を行っ
ていない方は、検定の魅力を認識していただき、検
定加入をご検討いただければ幸いです。

　牛群検定は、検定組合より検定員が訪問して実施
します。検定に必要な乳量計やサンプル容器は組合
から検定員が持参します。分娩、授精、妊娠等の繁
殖や乾乳などの情報は、検定農家が事前に台帳等に
記載しておけば、検定員も調査しやすくなります。

牛群検定の実際1

特 別 寄 稿

牛群検定のススメ！
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牛群検定ってなに？第１章

はじめに

一般社団法人家畜改良事業団
電子計算センター次長

相原 光夫
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各ミルカーに乳量計を装着して検定が始まります。
乳量計は検定員が操作し、１頭毎に乳成分測定用の
サンプルを採ります。測定した乳量は、その場でハ
ンディーターミナルと呼ばれる専用のコンピュータ
端末に入力します。

　現在の牛群検定はコンピュー
タや通信の技術が図５のように
高度に進んでおり、検定の立会が
終了した後はほとんど人の手を
介さずに検定成績表が発行され
ます。現在は郵便事情にも依りま
すが、検定が終了してから早けれ
ば２～３日、遅くとも５日程度で
手許に到着します。
　そして、現在、インターネッ
トを利用した繁殖台帳Ｗｅｂシス
テムを使用すれば、検定成績表に

相当する検定データをパソコンやスマートフォン、
ｉＰａｄなどで更に早く利用することができるように
なっています。

検定成績表の送付2
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図１ 検定員の到着

図３ 乳量の計測

図２ 乳量計をつけて搾乳中

図４ データ入力

図５ コンピュータと通信技術の進歩



　現在の牛群検定は、酪農技術やコンピュータの進
歩に伴い検定方法そのものも大きく進化していま
す。その主なものの概略を紹介します。

１）ＡＴ検定法（夜朝交互立会検定法）
　２回搾乳農家は、夜朝と２回の搾乳を行いますの
で、前述１で紹介した従来の検定方法では月１回夜
朝２回検定員が立会します。これに対しＡＴ検定法
は、夜朝の搾乳のうち、どちらか一方のみを検定員
が立会するものです。
　ただし、毎月夜と朝を交互に、例えば先月夜の立
会検定を行えば今月は朝の立会検定を行うといった
ような交互に行うものです。ＡＴタイマー（図６）
という搾乳時刻を自動記録する機器を必要とします
が、検定を大幅に効率化できることから注目されて
います。

２）大規模酪農検定システム
　現在、急速に多頭化が進みミルキングパーラーを
取り入れる農家が増えています。そこで、ミルキン
グパーラーに付属するデータ管理システム（パソコ
ン）から、牛群検定に必要なデータを取り込むこと
で、検定立会を効率的に実施することができます。

３）自動搾乳システム（ロボット）
　自動搾乳も普及が著しい酪農技術です。自動搾乳
の場合、いわば１日中搾乳を行っているようなもの
で、１頭の牛が３回、４回………と何度も搾乳しま
す。牛群検定では、自動サンプリング装置という検
定機器を使用し、２４時間もしくは、１２時間のサン
プリングを図８のような自動サンプリング装置を用
いて行います。乳量データは、農家に設置されてい
る管理システムから取り込みます。

　このように進化している牛群検定ですが、その
普及率は各都道府県で大きな差があります。頭数
ベースでの普及率全国１位は鳥取県９５．８％、２位
福岡県７９．２％、３位鹿児島県７６．７％と続きます。
しかし、普及率が低い県は１０％程度に留まってい

いろいろな検定方法3

牛群検定の概況4

搾乳時刻記録タイマー
自動的に搾乳時刻を記録するための装置（タイマー）で、搾乳
設備の真空ポンプやミルクポンプが稼動（電気が流れる）する
時のＯＮとＯＦＦの状態を読み取り、その時刻を記録します。
検定立会時にハンディターミナルを接続し記録された搾乳時刻
を読み取ります。
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図６ ＡＴタイマー

図７ パーラーでの検定

図８ 自動サンプリング装置
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るのが現状です。北海道と都府県とみた場合も差
が大きく、北海道７３．４％、都府県４４．５％となって

います。（図９　平成２５年１０月末現在）
　牛群検定を実施している農家と実施していない農

都道府県別牛群検定実施状況（検定牛比率）

牛群検定実施牛と未実施牛の乳量の比較

差2,208㎏
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図９ 実施状況

図10 牛群検定実施牛の能力



　牛群検定で何ができるの？　という問は良く耳に
するところです。牛群検定には極めて多くの機能が
あり、なかなか一口で説明することは困難ですが、
大まかには次の4つの役割で説明できます。①飼養
（健康）管理、②繁殖管理、③乳質衛生管理、④遺伝
的改良、これら４つの役割により酪農家の経営改善

に資することが牛群検定の使命です。（図１２）

　牛群検定におけるもっとも重要な機能です。冒頭
に記したように、無駄な飼料を省き適正な飼料給与

家の１頭あたりの能力差は歴然としており、図１０
に示したとおり２，２０８ｋｇにおよびます。

　牛群検定には、ＩＣＡＲ（家畜の能力検定に関する国
際委員会）という組織があり、本部はローマにおか
れています。このＩＣＡＲが世界中の牛群検定の実施
基準を定めています。我が国では、当団がＩＣＡＲの
正会員となっており、その検定方法や乳量計などの

器具は国際的に統一された方法に準拠しています。
　また、乳成分の測定も、ＩＣＡＲの下で公益財団法
人日本乳業技術協会が定期的に国際的な校正をおこ
ない、全国の測定機器を国際的に通用するものとし
ています。
　種雄牛の遺伝評価値を国際評価（インターブル）
できるのも、国内での牛群検定がＩＣＡＲの厳しい基
準に従ったものであるからです。普及率の点で、図
１１に示したとおり我が国は酪農主要国の中では決
して高くありません。

世界から見た我が国の牛群検定5

飼養（健康）管理 1
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牛群検定ができること第２章

図11 諸外国普及率
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を行うことが求められていますが、適正な飼料給与
こそが健康な牛作りの基本です。牛群が健康でなけ
れば、何事も始まりません。まず牛群の健康が最優
先されるべきです。牛群検定も万能ではありません
ので、すべての疾病を管理することはできませんが、
周産期病と呼ばれる不適切な飼養管理に起因する疾
病の予防に役立てることができます。さて、牛群検
定で何故そのようなことができるのでしょうか？
　乳房における生乳の原材料は、摂取した飼料が
ルーメン（第１胃）で分解され、血液に乗り乳房に
運ばれます。血液は大きな乳牛の体中を駆け巡って
いるわけですから、生乳中の各乳成分は、乳牛の体

の中でおきている疾病などが強く反映するわけで
す。例えば、削痩しながらも、５％以上の乳脂率を
示していれば、その乳脂肪はルーメンに由来するも
のでなく、体脂肪が動員されたものです。この場合、
動員された体脂肪が肝臓に蓄積するため、肝臓への
負担が高く脂肪肝やケトーシスを罹患している場合
があります。ですので、乳脂率が５％を越えたと喜
んではいけません。（図１４）
　一般に検定成績表に表記される乳脂率は粗飼料、
乳蛋白質率は濃厚飼料、ＭＵＮは蛋白飼料のそれぞ
れの利用性を示し、Ｐ／Ｆ比が粗濃比の状況を見る
ことができます。

飼料成分と生乳成分の関係

飼  

料

生  

乳

非分解性
蛋白質

分解性
蛋白質

蛋白質
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図12 ４つの役割 図13 飼養管理

図14 飼料と乳成分



さらに、現在の牛群検定ではボディコンディション
スコア（ＢＣＳ）を検定項目としていますので、過肥、
削痩状態を的確に把握できるようになっています。
　健康面としては、あらゆる疾病において体調を崩
した乳牛は乳量を減らすという原則から、検定日乳
量は乳牛の健康状態そのものを示します。また、み
なさんご存知のように体細胞数は乳房炎を管理しま
す。各種繁殖成績から繁殖障害を見つけ出すことも
できます。このように、牛群検定を利活用すること
により適切な飼料給与の状況や健康を管理すること
ができます。
　残念ながら、本稿では、こういった検定成績のデー
タの読み取り方をひとつひとつ詳細に紹介すること
は、紙面の都合上できません。後述の第５章に学習
ツールを紹介しましたのでご参照ください。

　牛群検定では、授精、分娩といった乳牛にとって
重要な繁殖情報を管理します。検定成績表上でも空

胎日数、分娩間隔、受胎率といった繁殖情報は網羅
しています。検定成績表は、検定牛を分娩後日数順
に並べていますので、どの牛の受胎が遅れているの
か？　一目でわかるようになっています。繁殖管理
は繁殖が遅れている牛の特定が最も大事ですが、牛
群検定では、自分の牛群の繁殖成績を、乳量や乳成
分と照らし合わせて見ることができるのが最大の特
徴です。例えば、授精適期の乳蛋白質率が３％を下
回るほど低いときは栄養不足であるとか、ＭＵＮが
極端に高い牛は受胎が阻害されるとか乳成分関連の
成績から繁殖に直結する栄養状況をモニタリングす
ることができます。郵送される紙の検定成績表でも
かなりの活用ができますが、牛群検定の繁殖管理は
この程度のことには留まりません。後述する繁殖台
帳Ｗｅｂシステムを利用すれば、スマートフォンやｉＰ
ａｄ等により牛舎で、いつでも最新の牛群情報を閲
覧することができるようになっています。

　一般に乳質という言葉は、細菌数や体細胞数など
のいろいろな検査項目を指しますが、牛群検定では、
体細胞数中心の管理になります。牛群検定では１頭
１頭の生乳サンプルを収集し、１頭ずつの体細胞数
を測定しているので、乳房炎などに罹患していない
高品質な乳質を管理できます。乳房炎は、衛生環境
が劣悪である場合に発生しますので、体細胞数を把
握することで、衛生的な搾乳の実施や牛舎の衛生状
態を間接的に管理することもできます。 
　体細胞数の改善方法は、大きく３つの方法があり
ます。
　まず、第１の方法として、予防が最も大切です。
飼料や衛生、暑熱対策といった飼養管理技術全般が
関係します。また最近では、不適切な搾乳（過搾乳
等）を経年的に行うことも、大きな要因であること
が知られるようになりました。そこで、搾乳時に的
確な搾乳作業が行われているかどうかを把握し、産
次が進んでも体細胞数が増加しないよう予防を図る
ことが極めて重要です。牛群検定に加入して頂いて
いる農家であれば、適正な搾乳手順が守れているか
検定員と一緒に確認することもできます。

乳質、衛生管理3

繁殖管理 2
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図15 マウンティング

図16 人工授精
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　第２の方法は、残念ながら体細胞数が増加してし
まった牛への対処です。牛群検定を活用すれば、い
ち早く体細胞数の高い牛を把握することができま
す。体細胞数の高い牛の生乳を廃棄すれば、出荷す
る生乳の乳質を保つことが可能です。また、軽症の
うちに治療を行うこともできます。重症である場合
は、淘汰という判断を行わないといけない場合もあ
りますが、その判断材料はいずれにせよ１頭ごとの
状態が分かる検定成績表ということになります。
　最後に、第３の方法として遺伝的改良があります。
体細胞数の遺伝率は０．０８２と低いことから、遺伝的
な改良だけで体細胞数を改善することは困難が伴い
ます。遺伝的に体細胞数の改良に優れた種雄牛を選

びながら、同時に検定成績表を利用し飼養
管理の改善を行うことが重要です。

　最近は性選別精液を利用することも可能
となり計画的な後継牛の作出が求められ　
ています。牛群検定に加入すると、「牛群
改良情報」という１頭１頭の遺伝情報を年
４回得ることができます。遺伝情報は次世
代を担う娘牛を作るか、F1を作るか、と
いった交配方針を決める重要な情報です。
まず優秀な検定牛を改良情報を活用して選
定します。次に国内種雄牛のトップ４０から
近交を避けつつ種雄牛を選んで交配するの
が、最も効果的に改良が進む方法と言えま
す。しかし、現実には、多忙な日常の中で
なかなか効率的に交配を行うことができな
い場合もあります。そこで、牛群検定では、
「次世代診断」という新しい情報提供を行っ
ています。これは、現在行っている交配か
ら生まれる産子をすべて雌であると仮定し
た場合に、どういった次世代になるか推定
したものです。乳量が低くないか、乳器の
改良はすすむか、近交が高くないか等につ
いて生まれる前から情報を得られます。
　また、次章で紹介する繁殖台帳Ｗｅｂシ
ステムでは、近交を避けた適切な交配種雄

牛を選択することができます。

遺伝的改良 4
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図17 体細胞

図18 衛生的な搾乳

図19 種雄牛はＴＯＰ40から選ぼう

体細胞数とは？

衛生的な搾乳



　「繁殖台帳Ｗｅｂシステム」を運用開始
しております。このシステムは牛群検定
に加入している農家であれば、誰でも利
用できるインターネット上でのシステ
ムで、みなさんのパソコンはもちろん、
携帯電話やスマートフォンでも牛群検
定による検定情報を利用することがで
きます。さらには地域の合意が得られれ
ば、情報分析センター、検定組合、獣医
師、授精師等といった地域の酪農指導の
中核をなす方々も同様に利用すること
ができ、まさに情報の共有化です。
　その機能は極めて多岐にわたります。
例えば、牛舎内であっても、携帯電話や
スマートフォンで乳牛個体ごとに、発情
予定日、分娩予定日はもちろん疾病履歴
や血統までも検索できます。牛コードが
わからない場合であっても、耳標の牛個
体識別番号を使用して検索することも
できます。更には、授精師が授精を行っ
た際に、その記録をパソコンや携帯電話
等から本システムで入力すれば、その情
報は農家を支援する協力者で共有化さ
れ、牛群検定の検定員にも自動的に伝え

インターネットの活用1

繁殖台帳Webシステム
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図22 繁殖台帳Ｗｅｂシステムを使った農家での経営検討会

インターネットで牛群検定を！第３章

図20 繁殖台帳Ｗｅｂシステム概念図

図21 スマートフォンの利用



特 別 寄 稿 牛群検定のススメ！

られます。
　もちろん、獣医師も疾病や治療歴を入力すること
も出来ます。こういったところから、実際の利用者
からは「イノベーション（技術革新）！」と最大級
の賛辞を頂いております。

　繁殖台帳Ｗｅｂシステムは牛群検定と直結したシ
ステムです。検定員の検定立会の終了後に検定デー
タは当団に送信されます。当団でデータの処理がな
され、検定成績表が各検定農家に郵送されますが、
同時にインターネットを通じて検定結果を閲覧でき
るようになります。当然、郵便よりインターネット
が早いわけです。
　このように、繁殖台帳Ｗｅｂシステムは牛群検定
により自動的にデータの更新が行われますので、手
作業でのデータ入力作業を行わなくとも利用できる
という特徴があります。しかも、牛群検定を長年継
続している農家であれば、数年前に遡っての利用が

可能ですので、各種検定成績のこれまで推移を利用
し始めたその日から閲覧することができます。こう
いった機能は牛群検定事業という長年継続している
事業に基礎をおいているからこそ実現できているも
ので、他の市販されている繁殖管理システムには類
のない機能です。

　詳細をお伝えできないので、ここでは特徴的なと
ころを紹介します。

１）データの加工
　紙の検定成績表ではグラフなどの加工表示はでき
ませんが、繁殖台帳Ｗｅｂシステムでは豊富な加工
システムが揃っています。
　乳量と乳成分の関係や、分娩後日数での推移など
多様なグラフを見ることができます。また、検定成
績を乳量順や乳脂率順など並べ替えたりすることも
できます。

データの自動更新2
データ利用の特徴3

検定記録デ－タにおける従来の流れと
繁殖台帳Ｗｅｂシステムの関係

Ｗｅｂなので農家、検定組合、情報分析センタ－間で共有化できます。
検定成績表相当のデ－タを各者で共有し活用しましょう！
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図23 データの流れ



２）繁殖成績の利用
　繁殖関係はとりわけシステムが充実しています。
繁殖成績の改善というと、受胎率が注目される傾向
があります。しかし、繁殖台帳Ｗｅｂシステムでの「実
空胎日数グラフ」を利用すれば、受胎率以外にも、
発情発見率や分娩後初回授精といった繁殖成績の改
善のポイントを検討することができます。また、も
ちろん、「繁殖カレンダー」といった定番の繁殖管
理も行うことができます。
　さらに、検定後に授精や分娩が行われた場合、次
回の検定までにデータ入力を行うことで最新の繁殖
状況を管理し、検定の時の手間を省くこともできま
す。

３）帳票の閲覧
　牛群検定では、多様な検定成績表が帳票として送

付されています。「検定情報サマリー」は１頭１枚
であるため、枚数が膨大になります。繁殖台帳Ｗｅ
ｂシステムでは、ワンタッチでの帳票検索が可能と
なっており、現在、「検定情報サマリー」以外にも
「改良情報」「次世代診断」といった帳票の閲覧がで
きるようになっています。

４）交配種雄牛の選定
　繁殖台帳Ｗｅｂシステムの「交配種雄牛情報」では、
国内種雄牛トップ４０を乳量や肢蹄などで高能力な
順に自由に並べ替えすることができます。各検定牛
との近交係数を表示できます。牛群全体での近交回
避も検討できるようになっていますので、適正な種
雄牛を選択することができます。

繁殖台帳Ｗｅｂシステムの例　体細胞グラフィック

体細胞が高くなった牛を
赤で表示するので、
一目で確認できます。
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図24 体細胞グラフィック
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　牛群検定におけるボディコンディションスコア
（ＢＣＳ）は、平成２３年度から開始した最も新しい検

定項目です。ボディコンディションスコアは単なる
肥満度の判定にとどまらず、飼養管理技術上の実用
的なツールとなります。例えば、泌乳ステージに応
じた体脂肪の蓄積を捉えることで、各ステージでの

ボディコンディションスコア1

簡易ボディコンディションスコア（BCS）の比較（１）

簡易ボディコンディションスコア（BCS）の比較（２）

簡易BCS＝2　削痩
全身：

尻：

写真は極端な削痩と判定される。
活力がなく、腹が巻き上がり能力が
期待できない。

V字
腰角と坐骨が角張っている。

簡易BCS＝ 3　普通
全身：

尻：

写真は少々脂肪蓄積があるが、普
通と判定される範囲である。
体各部が輪郭鮮明で、十分能力を
発揮してくれると思われる。

V字
腰角と坐骨は丸みを帯びている。

簡易BCS＝ 2　削痩
腰角と坐骨は角張っており、
脂肪が認められない。
尾骨靱帯が鮮明に見える。

簡易BCS＝ 3　普通
腰角と坐骨は丸みを帯びているが、
尾骨靱帯を見ることが出来る。

簡易BCS＝ 4　過肥
腰角と坐骨は脂肪に隠れている。
尾骨靱帯も見えない。

簡易BCS＝ 4　過肥
全身：

尻：

写真は極端な過肥と判定される。
余分な皮下脂肪が沈着し、輪郭が
極めて不鮮明。
分娩後のトラブルが懸念される。

U字
腰角と坐骨は脂肪に隠れている。
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新しい牛群検定第４章

図25 ＢＣＳ判定１

図26 ＢＣＳ判定２



牛群検定におけるボディコンディションスコアの推移
（都府県　平成23年4月～平成24年3月）

適切な飼養管理を検討することができ、結果として
周産期病などの少ない健康な牛群を管理することが
できます。
　昭和５０年代前半ころまでの飼養管理の基本概念
は「乾乳牛は肥って当たり前」とし、泌乳初期の産
乳は蓄積体脂肪の動員を前提とした考え方が大勢
だったので、乾乳牛は現在よりも肥っている牛が多
く見受けられました。しかし、現在では図２７に示
したように乾乳時の過肥は分娩後に急激に削痩し体
脂肪が動員されて、大量の遊離脂肪酸を発生させ脂
肪肝やケトーシス、低カルシウム血症等のいろいろ
な周産期病の原因となり得るものとされています。
しかも、こういった過肥牛は、分娩後１００日を越え
た泌乳中後期ごろから、いわゆるリバウンドで再度
肥り出す傾向があり、次の産次で同じことを繰り返
してしまいます。
　乾乳期に入ってから給与飼料制限によりボディコ
ンディションの調整を行うことは、流産、死産を誘
発することがあるため、乾乳前の泌乳後期までに調
整することが望ましいとされています。乾乳期を良
いボディコンディションに保つことが､ 次産におけ
る充分な泌乳能力を発揮させます。そして、良好な

健康状態と繁殖成績につながります。乾乳期に過肥
とならないよう泌乳後期の検定時に検定員とともに
ボディコンディションスコアを判定するようにしま
す。過肥気味であれば濃厚飼料を給与制限し乾乳前
までに調整を完了するのが理想です。

　牛群検定に参加している未経産牛の尾房部の毛根
を検査することで得られる遺伝子情報を分析した、
遺伝的能力評価（ゲノミック評価）が始まりました。
この技術は、未経産牛について、従来示されていた
ＰＡ（ペアレントアベレージ）と呼ばれる評価より
信頼度の高い遺伝情報を早期に推計できるようにす
る世界的にも注目される最新のテクノロジーです。
　乳用牛の改良に欠かせない遺伝子情報は、各検定
牛の体の中の細胞ひとつひとつに図２８のようにＤ
ＮＡの塩基配列として書き込まれています。しか
し、各検定牛のＤＮＡの塩基配列を検査しても、乳
量や各形質に関係する遺伝子の全容は判明していま
せん。
　そのため、ＤＮＡ上のＳＮＰ（スニップ）と呼ば

ゲノミック評価2
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図27 乳期におけるＢＣＳの推移
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　ここまで、現在の牛群検定の概略を紹介してきま
した。牛群検定の魅力は多岐にわたるためなかなか
すべてを伝えるのは困難です。そこで、もっと詳し
く牛群検定を勉強したいという方は次を利用すると
いいでしょう。

　牛群検定成績の活用について、詳細に解説した本
を市販しています。
　デ－リィ・ジャパン社「今日も明日も　牛群検定
が約束するあなたの酪農経営！」２,８００円（税込み）

　牛群検定成績の活用のうち、「体細胞数」「繁殖」「ボ
ディコンディションスコア」の３項目について、教
育ビデオが畜産経営支援協議会（事務局　中央畜産
会）畜産経営活性化ｅラーニングよりインターネッ
トで無料公開されています。どなたでも視聴できま
す。
http://elearning.lin.gr.jp/　または、「畜産経営活
性化」で検索してください。
　「パソコンはちょっと……」という方は、家畜改
良事業団にお問い合わせを頂ければ、家庭用ビデオ
で視聴できるＤＶＤを無料送付します。

解説書1

教育ビデオ2

れる標識（マーカー）を利用します。ＳＮＰとは図
２８のように塩基が各検定牛で異なる部分のことで、
ＤＮＡ上に数百万あると言われています。
　ＳＮＰを検査し、血統情報やこれまでの牛群検定
や後代検定で蓄積した遺伝情報とあわせて遺伝評価
処理することをゲノミック評価といいます。

ゲノミック評価で計算される評価値は、従来の遺伝
評価値と区別してＧＰＩと呼ばれています。
　ＧＰＩの信頼度は約４０％程度です。これは、従
来評価による経産牛の信頼度より劣るものの、これ
までの未経産牛の遺伝情報であるＰＡの信頼度より
約１０％程度高くなります。

3 8Farmers'  Eyes  W I N T E R  2 014

牛群検定を勉強しよう！第５章

図28 ゲノミック評価



解説書をはじめ、無料
で視聴できるビデオ
など、いろいろとそろ
えてあります。

図29 勉強

牛群検定を勉強しよう！

　第３章で紹介した繁殖台帳Ｗｅｂシステムのビデ
オ解説をインターネットで無料公開しています。こ
こで紹介しきれなかった数々の機能を紹介していま
すので、どうぞご覧になってください。また、使用
方法も兼ねたビデオ構成になっていますので、ビデ
オをご覧になれば自然に使用方法が身につきます。
http://liaj.lin.gr.jp/japanese/cd/cd-info.html　ま
たは、「繁殖台帳Ｗｅｂシステム」で検索してくだ
さい。

　本年度当団のホームページはリニューアルしまし
た。その中には豊富な牛群検定の情報が掲載されて
います。今回紹介したような牛群検定の解説はもち
ろん、最近の乳量や乳成分の推移や集計結果なども

掲載されています。
　また、検定成績表の平均情報が各都道府県別に掲
載されていますので、ご自分の検定成績表と容易に
比較できるようになっています。Ｑ＆Ａコーナーも
設けてありますので、疑問点はどんどんお寄せくだ
さい。
http://liaj.lin.gr.jp/　または「家畜改良事業団」で
検索してください。

繁殖台帳Webシステム
プロモーションビデオ3

家畜改良事業団ホームページ4

　冒頭に記したとおり、酪農をめぐる環境は飼料や
燃料などの輸入資材の高止まりをはじめ、ＴＰＰ
も予断を許さない厳しい状況が続いています。こ
ういった時にこそ、牛群検定を活用し基本技術を
チェックし、健康な牛群としていくことが最も肝要
であることは、繰り返し述べてきたとおりです。そ
して、牛群検定とは車の両輪である後代検定により

作出された国産種雄牛ＴＯＰ４０により改良を進め
ていかなくてはなりません。そして、高能力で健康
な牛群により、安定的に良質な生乳を生産すること
が、この厳しい状況を乗り切る唯一の王道であると
言っても過言ではないでしょう。一人でも多くの酪
農家が、牛群検定を活用して安定した酪農経営を実
践していただけることを願ってやみません。

最寄りの牛群検定組合にご連絡ください。
ご不明な場合は、当団までお問い合わせ下さい。

一般社団法人家畜改良事業団電子計算センター

TEL：03-5621-8921
FAX：03-5621-8922
Email：toiawase@liaj.or.jp

検定を始めてみようかな、
と思われた方へ

問い合わせ先
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おわりに



「健康な乳牛づくり」と
「健康な乳牛の飼養管理」をサポートします

「健康な乳牛づくり」のために

「健康な乳牛の飼養管理」のために

ルーメンの発達に
貢献する人工乳

森永もりもりスターター

新バイオティクス哺乳期
サプリメント

森永らくらくガード

骨格・内臓・乳器の
発育に貢献する

森永育成２０プラス

新バイオティクス
代用乳

森永わくわくミルク
規格 500ｇ 5ｋｇ

新バイオティクス技術に基いた森永育成飼料

地域毎に、粗飼料との組み合わせを考慮
して、炭水化物のバランスを適正に保つ
よう配合設計しました。

選別された特定の生きた酵母（ライブイ
ースト）を添加し、ルーメンの環境改善
に貢献します。

ビタミンは、NRC2001、日本飼養標準
2006の要求量を充足できるよう配合
設計しました。

カルシウム、リンなどの多量ミネラル
（マクロミネラル）はNRC2001の要求
量を基準に配合設計しました。

亜鉛、マンガンなどの微量ミネラル（マ
イクロミネラル）はNRC2001の要求
量を基準に配合設計しました。

NRC2001の要求量を超える微量ミネ
ラルの銅・亜鉛・マンガンを、吸収率の
高い有機ミネラルとして強化しました。

特 長

1

特 長

2

特 長

3

特 長

6

特 長

5

特 長

4

森永デーリィシリーズ
搾乳用配合飼料

森永ドライフレッシュ
乾乳用配合飼料

森永ＴＭシリーズ
ＴＭＲ専用配合飼料



●チーズ in高野豆腐のミルク煮
高野豆腐
エリンギ
青じそ
クラフト切れてるチーズ
豚ばら薄切り肉
薄力粉・サラダ油
森永のおいしい牛乳
しょうゆ・みりん
砂糖

●もろこしご飯
米
ホールコーン缶詰
サニーレタス

４枚
２パック
１２枚
６枚
１２枚
各少量
１００ｍｌ

各大さじ２
大さじ１

１.５合
小１／２缶（９５ｇ）

大３枚

味わいまろやか、後味すっき
り。森永のおいしい牛乳、
できました。おいしさへの自
信があるから実現した「森
永のおいしい牛乳」というス
トレートなネーミング。牛乳
の新しいおいしさの基準が
今、始まります。

やわらかな口当たりとまろや
かな口どけを楽しめます。「切
れてる」便利さと味わい豊か
な風味をお楽しみください。

森永乳業の出張スタイル料理講習会
M'S Kitchenおすすめの、乳製品
を使った簡単レシピをご紹介します。

チーズ in
高野豆腐のミルク煮
＆もろこしご飯

冷めてもおいしい
お弁当にもオススメの逸品！

材料・６人分

つくり方

水で戻した高野豆腐は水気をきり、１／３に切っておき
ます。チーズは縦に長く半分に切ります。
高野豆腐に包丁で切り込みを入れて青じそで包んだ
チーズを１枚ずつ挟み、チーズが出てこないように豚肉
でしっかり巻いたら、全体に薄く薄力粉をまぶします。
フライパンにサラダ油を熱し、エリンギを炒め、一
度取り出して置きます。
❷を重ならないようにフライパンに並べ、中火で両
面をこんがり焼いたら、❸のエリンギを戻します。
合わせておいた A の調味料を入れ、オーブンペー
パーで落とし蓋をし、弱火でゆっくり煮含めます。
米はコーン缶と缶汁を加えて普通の炊飯の容量で炊
きます。
器に❹を盛り、手でちぎったサニーレタスを添えま
す。

2

1

3

4

森永のおいしい牛乳

クラフト切れてるチーズ

商商商商商商商商商商商商商商

品品品品品品品
のののののののののののののののののののの

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹

介介介介介介介介介介介

◉高野豆腐を牛乳で煮含める
と、牛乳のコクが加わり、ジュ
シーに仕上がります。

おいしい
ポイント！

健康維持の鍵は乳製品の上手な摂取！

レ シ ピ

17.5
g

たんぱく質

22.9
g

脂　質

40.0
g

炭水化物

158
mg

カルシウム

1.3
g

塩分相当量

　牛乳・乳製品は、三大栄養素「たんぱく質」「脂質」「炭
水化物」に加え、カルシウムなどのミネラルやビタミンA・B
群などを豊富に含む、優れた食品の１つです。老年期に要
介護になる要因の１つとして最近注目されているロコモティブ
シンドローム（※）（運動器症候群）は、食生活と深く関係
していると言われています。予防するためには、牛乳やヨー
グルト、チーズ、スキムミルクなどを毎日しっかり摂取すること
がお薦めです。牛乳・乳製品を上手に取り、健康を維持し
ましょう！
※筋肉、骨、関節などの運動器に障害が起こり、日常生活に何らかの障害をき
たしている状態

5

6

A
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M'S Kitchenをどうぞご利用ください！
M'S Kitchen は、森永乳業の出張スタイルの料理講習会です。
講師を弊社より派遣いたします。

開催日時
会 場
費 用

講習時間
受講人数

平日  午前１０時３０分～または午後１時～
調理可能な場所をご用意ください
会場費・食材費（森永乳業商品代金を除く）をご負担い
ただきます　※食材費は１名様当たり５００円以内が目安です

３時間程度
下記ＵＲＬからお問い合わせください

★詳細は、「M'Ｓ Kitchen」のホームページをご覧ください。

http://www.morinagamilk.co.jp/learn_enjoy/mskitchen/

開催日、受付人数、講習時間は、開催地域によって異なります。

宮城県　宮城県立農業高校

　森永乳業グループの社会貢献活動として弊社東北
支店、森永乳業株式会社酪農部東北酪農事務所と東北
支店お客さま相談室の３者が、宮城県立農業高校畜
産科３年生に対して行っている支援授業として、牛
乳・乳製品を使った調理実習を開催した。この日のメ
ニューは「キーマカレー麺」「ガドガド風サラダ」「ラッ
シープリン　トロピカルソースがけ」の３品。
　実習前は担任の赤井澤教諭から「生徒たちは普段は
あまり料理をしたことがないから大丈夫かな」と不安
や心配の声も聞かれたが、調理実習が始まると心配無
用。女子生徒が率先して手際よく作業を進め、和気あ
いあいと賑やかな雰囲気の中で時間内にでき上がっ
た。
　食後の感想では「ラッシープリン　トロピカルソー

スがけ」が多くの生徒から人気を得たが、切干大根を
利用したキーマカレー麺に対する「不思議な食感が良
かった」との女子生徒からの声、「ガドガド風サラダ
がおいしかった」との男子生徒からの声も上がるな
ど、どの料理も大好評だった。ある女子生徒からは「家
で作ってみたい」と、うれしい感想も聞かれた。
　最後に森永乳業株式会社東北支店お客さま相談室
の担当者から、カルシウムの重要性など牛乳・乳製品
の大切さについての話があり、無事に終了となった。
終始、笑いの絶えない高校生たちであったが、乳製品
の調理を通して普段の授業では得られない楽しい学
習の一日となった。

（レポーター／東北支店涌谷事務所　上山惟人）

●開催日時
2013年10月28日（月）
午前11時～午後1時
●開催場所
宮城県立農業高校　
調理実習室
●参加人数
１９名

開 催 レ ポ ー ト

森永乳業　料理教室 検索
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　アメリカ合衆国の2012
年の飼養頭数は約851万
頭であり、生乳生産量は
約9,086万tで、この10年
間で約18％（約960万t）
増加している。2013年8
月も前年比で102.7%と
なっており増産傾向が続
いている。
　昨年度は大規模な旱

かん

魃
ばつ

によりトウモロコシなど
不作の年であったが、そ
の勢いは止まる様子が見
えない。

　ジョージア州とフロリダ州のあるアメリカ南東部
は、亜熱帯気候の地域に属しているため日本と同様
に四季が存在する。夏期の気温は30℃を超え、湿度
も非常に高く、乳牛の飼養環境としては非常に厳し
い環境条件である。

　酪農情勢についてであるが、ウィスコンシン州な
どがあるアメリカ北部に比べると盛んな地域ではな
いがジョージア州で約９万頭、フロリダ州で約11万
頭の乳牛が飼養されている。
　トウモロコシ、大豆の生産が盛んで、フロリダ州
は柑橘類の栽培が盛んな地域であるが、近年では他
の州より移住し酪農経営を開始する農場もあるよう
である。
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1 ジョージア州、フロリダ州の
気候および酪農情勢

概況
■今回訪問した都市

アメリカ酪農における暑熱対策
～海外視察レポート～

2013年６月３日から６月10日までの８日間、アメリカ大陸における暑熱対策の実際を知るために、ア
メリカ合衆国南東部に位置するジョージア州とフロリダ州の牧場を視察した。視察した４戸の酪農家に
おける暑熱対策の実際をレポートする。

北海道支店道北営業所　藤橋大輔 九州支店熊本営業所　野田貞治

東北支店山形事務所　伊藤裕昭 九州支店本店　原口蔵太

ジョージア州
フロリダ州



　今回視察したのは、ジョージア州のレザーブルッ
ク農場、ブルックスコー農場、ウェストブルック農
場、フロリダ州のシェナンドア農場の４牧場である。
それぞれの牧場の概況は、表１（P.45）のように
まとめられる。これを見ると、夏季と冬季とでは乳
量には差があることがわかる。視察した牧場は暑熱
対策に取り組むことでこの乳量差となっているが、
取り組み前では季節ごとの平均乳量の差は１日１頭
当たり10ｋｇにも及び、暑熱対策への投資は経営上
非常に大きいと実感していた。
　現在の暑熱対策を意識した施設について紹介す
る。

　搾乳パーラーを中心にフリーストール牛舎が配置
されており、その牛舎構造はオープンリッジ式とト
ンネル換気式の２つの様式があった。トンネル換気
式牛舎はシェナンドア牧場のみであり、その他は全
てオープンリッジ式の牛舎であった。

■オープンリッジ牛舎
　壁がなく、屋根の中央部が開放されている牛舎で
ある。壁がない構造であるため、牛舎外から新鮮な
空気が入り込み、設置されたファンの力で牛舎内の
空気が流れるようになっている。最終的に、温かい
空気は屋根の開放部より排出される。屋根の開放部
は1.5ｍの幅があり、日本で見られる牛舎より開放
部の幅が広い。

■トンネル換気式牛舎
　牛舎出口に設置されたファンの力により、牛舎入
り口より空気を吸入し排出する仕組み。視察した牛
舎出口に52インチ（約132ｃｍ）のファンが52台設置

オープンリッジの幅は日本より広い（レザーブルック牧場にて）

❶ 牛舎構造
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2 視察した４牧場の
暑熱対策状況

図１ USAミルクプロダクション量



されており、まずその外観に圧倒された。牛舎ごと
空に飛んでいきそうな外観であり、その外観通り牛
舎内の風の勢いも強く、長さ150ｍの牛舎内では、
２～４ｍの風速が確認された。
　ファンの数は牛舎内の空気を45秒で入れ替えるた
めに必要な数が計算され設置されている。牛舎内に
入った時の実感としても、農場主や専門家に確認し
ても、トンネル換気牛舎の方が換気に優れていると

いう見解である。
しかし、牛舎建設
時のコスト、牛舎
維持の為のコスト
がオープンリッジ
牛舎よりも高額に
なることがマイナ
ス点である。 トンネル換気式牛舎の排出口
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フラッシュバーン

■レザーブルック農場（ジョージア州アメリカス）

アダム・グラフ氏

30名

搾乳牛2,000頭

オープンリッジ牛舎、フリーストール、ソーカー、フラッシュバーン、砂ベッド

３回／日

６回／日

30.0ｋｇ／頭（夏季）、34.0ｋｇ／頭（冬季）

オーナー

従 業 員

飼養頭数

施 設

搾 乳

乳 量

フラッシュバーン

■ブルックスコー農場（ジョージア州クイットマン）

カルヴィン・ムーディー氏＊

58名

搾乳牛2,000頭

オープンリッジ牛舎、フリーストール、ソーカー、フラッシュバーン、砂ベッド

６回／日

３回／日

30.6ｋｇ／頭（夏季）、32.0ｋｇ／頭（冬季）

オーナー

従 業 員

飼養頭数

施 設

搾 乳

乳 量

表１　４牧場の概況

カーフハッチ

パーラーの内部

オープンリッジ牛舎の内部

オープンリッジ牛舎の内部



　スタンチョン上部にソーカーを設置し、直接牛体
に水を掛け冷やす方式。パーラー前部のホールディ
ングエリアにも設置されていた。サーモスタットで
管理されており、牧場によって設定はコントロール
されている。今回見学した４牧場全てに設備されて
いたが、15分間隔の90秒噴水、５分間隔の30秒噴

噴水中のソーカー

❷ ソーカーシステム
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フラッシュバーン

■ウェストブルック農場（ジョージア州ディクシー）

カルヴィン・ムーディー氏＊

24名

搾乳牛2,260頭

オープンリッジ牛舎、フリーストール、ソーカー、フラッシュバーン、砂ベッド

６回／日

３回／日

34.7ｋｇ／頭（夏季）、36ｋｇ／頭（冬季）

オーナー

従 業 員

飼養頭数

施 設

搾 乳

乳 量

フラッシュバーン

■シェナンドア農場（フロリダ州リブオーク）

ヘンダーソン氏

82名

搾乳牛3,200頭

トンネル換気牛舎、オープンリッジ牛舎、フリーストール、ソーカー、フラッシュバーン、砂ベッド

６回／日

３回／日

33.0ｋｇ／頭（夏季）、38.3ｋｇ／頭（冬季）

オーナー

従 業 員

飼養頭数

施 設

搾 乳

乳 量

＊同一人物。カルヴィン・ムーディー氏は複数の牧場を経営している

オープンリッジ牛舎の外観。この農場でも、幅は日本より広い

トンネル換気式牛舎の内部

オープンリッジ牛舎の外観

トンネル換気式牛舎の外観。52インチのファンが並ぶ



水と設定は牧場によって様々であった。水源の水量
と気温を考慮して調整している模様であった。４牧
場共通して酷暑の時は稼動間隔を短くしているよう
である。

　36インチ（約91ｃｍ）の物と46インチ（約117ｃｍ）
の物が設置されていた。新たに設置するものとして
は46インチを採用する場合が多いようである。設置
コストは36インチで250ドル（約25,000円。平成25
年６月の為替レートによる。以下同じ）に対し、46
インチで700ドル（約７万円）と46インチの方が高
い。しかし、46インチの方が36インチの物に比べ
熱効率が２倍、風量が３倍となる為、メリットが大
きく、設置台数は日本に比べ格段に多かった。牛舎
内の換気を良くするには何台設置する必要があるの
か？　という考え方で設置台数を決めている。

　視察した牧場の全てでサンドベッドを採用してい
た。牛体への負担が少なく、膝が腫れている牛など
はみられず、非常に良い環境であることが推察され
た。また、無機質の物を敷料に採用しているため、
雑菌の繁殖が抑えられるのもメリットである。ベッ
ドの砂は表面から少しずつ通路に落ちていくため、
定期的に補充している。ベッド後方35ｃｍは、尿が
深部にしみこんでいる為、通常搾乳群は年１回、フ
レッシュ群は年２回程度、定期的に掘り返し、深部
の交換も実施している。

　牛舎に２％程の傾斜をつけ、牛舎の入り口より一
定方向に大量の水を流すことにより、糞尿を流すシ
ステムである。
　この時に通路上に落ちたサンドベッドの砂も一緒
に流される。流す水はラグーンに貯めたスラリーが
自然蒸留したもので、バーンに水を排出する時にス
ラリー特有の匂いが気になる。サンドベッドの砂は
浄化してリサイクルできるが、フラッシュバーンシ
ステムを採用することにより、このリサイクルが可
能となる。
　糞尿と混じった砂が水に流される過程で砂は水路
に沈み取り残され、糞尿のみがラグーンに流されて
いくので、浄化された砂のみを回収し、乾燥させた
砂がサンドベッドの砂として再利用される。36 インチのファン

46インチのファン

サンドベッド

❸ ファン

❹ サンドベッド

❺ フラッシュバーンシステム
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バーンの洗浄中

砂が沈み、糞尿と分離する。糞尿は
ラグーンに移動する

高い圧力で水が噴出し、バーンの
糞尿を洗い流すための排出口

牛舎そばに設置された
スラリーの貯留タンク

浄化された砂はベッドに再利用される

勢いよく流れているのがわかる
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　近年のアメリカにおける暑熱対策方法として、
ソーカーシステムの導入が推奨されてきている。牛
体を直接水で冷やす事が効果的だからである。しか
し、牛体が濡れたままだと牛床は雑菌が繁殖し乳房
炎を発症するなどの問題がある。
　この問題を解決するために視察先ではサンドベッ
ドを採用していた。ベッドの敷き料に砂を採用する
ことは、牛への負担が少なく、無機質なので雑菌の
繁殖を抑えられるメリットがある。一方で砂のベッ
ドは糞尿を分離させるための施設が必要であるこ
と、リサイクル方法を検討しなければならないこと
などの問題がある。
　その問題を解決するのがフラッシュバーンシステ
ムである。牛舎の端から水を流すことにより、糞尿
と砂は流される過程で糞尿と分離され、砂のみが地
面に残り、糞尿はラグーンに流され肥料として利用
される。視察先の農場では、一年中温暖な気候と豊
富な水、安価で手に入る砂、堆肥を活用できる広大
な飼料畑があるため、これらの施設とシステムの採
用が最適であったと考える。飼養管理の全体を考え
て、それぞれの地域で可能な方法を採用することが
重要である。

　一般的にアメリカ合衆国の北部では、カナダなど
からの初妊牛導入が盛んだが、今回視察した南部で
は輸送経費の問題があり、視察した４牧場ともに自
家育成であった。どの牧場にも1,000頭規模の育成

牛が飼養されていた。乾乳牛の頭数も規模に比例し
て400頭規模の群であるが、しっかりした牛舎内で
の飼養管理には至っていなかった。特に乾乳牛の暑
熱対策は分娩後の乳量や子牛の体重に大きな影響を
与えることが問題になっていた。
　主な暑熱対策としては育成牛放牧地、簡易乾乳舎
のシェード屋根である。柱はしっかりした物を建て、
取り外し可能な黒いシェードで屋根を設置して直射
日光を防ぐ施設である。日光は80％が遮断される。
100％としない理由は、牛の居住地を乾燥させるた
めである。シェードの有無だけでも受ける暑熱影響
の差は膨大であるとのことであった。この施設であ
れば、雪の多い北日本地域、あるいは台風などが来
た際にはシェードを外すことが可能で、日本でも活
用方法はあるのではないかと感じた。

　また、乾乳牛への暑熱対策はフロリダ大学でも
研究しており一部を紹介する。ソーカーやファン、
シェードによる対策では、免疫力の向上と乳腺組織
の活性化から分娩直後の乳量で１日１頭当り4.5Kg育成牛舎

育成牛放牧地

簡易乾乳舎のシェード屋根
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3 育成牛舎、簡易乾乳舎の
シェード屋根



～5.0Kgの差が生じるとのことであった。また、ヒー
トストレスにより分娩が早くなる傾向もあり、暑熱
対策を行う事で子牛の生体重も４Kg～５Kg増加す
るとレポートされている。
　乳牛が夏季に分娩すると一乳期の乳量が冬季に比
べて低く推移することはよく知られているが、乾乳
牛に対する暑熱対策は優位性が認められており、一
考に価すると感じた。

　視察前、米国の大規模酪農場は育成牛や初妊牛の
価格が日本と比べて安価であることから、頻繁に更
新している印象があった。しかし、今回視察した牧
場では乳牛の長命連産に重点を置いており、遺伝的
改良も長命性や搾乳性などを重視した改良を実施し
ていた。
　視察先の中には平均産次数が3.5産を超えていた
り、乳牛更新率が20％という牧場もあった。また、
各牧場ともフリーストール牛舎であるため、蹄の管
理に力を入れており蹄浴槽を利用していた。パー
ラー脇に治療施設が完備されている牧場もあり、蹄
が悪い牛は都度対策を実施していた。長命連産が利
益を生むと考えて、予防や治療を実施していること
は弊社が提唱していることと通じており、感銘を受
けた。

　米国では搾乳頭数の制限要因はパーラーの処理能
力と考えている。視察先でも３回搾乳、24時間パー
ラーを稼動させて搾乳を行っていた。24時間、毎日
フル稼働すればパーラーの費用は大幅に低減できる
と考えている。
　また、視察した牧場の中にはバルククーラーにつ
いても貯乳容量を最大限利用するために、集乳車が
予定より45分遅れると生乳がバルククーラーに入
りきらなくなり廃棄乳が発生するまで稼働率を高め
ていた。労働人口や人件費に差があり、アメリカ式
の酪農を真似することはできないが、機械や施設の

稼動効率の点で日本酪農には改善の余地が残ってい
ると感じた。

　視察先には、機械のメンテナンス施設が完備され
ており、機械を大事に効率的に使用すると言う意識
は非常に強かった。施設内に設置されたファンにも
埃などは付着しておらず、定期的に掃除をしている
様子であった。
　機械や施設の利用効率を向上させることは牧場規
模の問題もあり、日本ではすぐに実行できないかも
しれない。しかし、メンテナンスや清掃といったこ
とでこれらの能力を維持することができると実感し
た。

　米国では環境規制の一環として面積当りの堆肥散
布量について規制があり、それぞれの州の環境局に
散布量を報告する必要がある。しかし、視察したア
メリカ南部はデントコーンの２期作ができるほか
に、広大なラグーンや圃場があるため糞尿の処理に
は困っていない様子であった。

　視察に際してジンプロ社日本代表の中野創氏、高
尾佳伸氏、現地担当のチャールズ・ゲイ氏に多大な
るご協力を頂戴した。誌面を借りて感謝の言葉を申
し上げる。

パーラーへのホールディングエリア。ファンが並んでいる
❶ 視察先の長命連産の考え

❷ 機械、施設の利用効率

❸ 機械、施設のメンテナンス

❹ 堆肥処理について

❺ 最後に
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視察を終えて



　インドネシアの首都はジャカルタで、面積は189
万㎡（日本の約５倍）、人口は約２億４千万人（世界
第４位）、平均気温は年間を通して30℃前後の新興
国です。近年は日本の企業の進出が目立ちます。主
食は米ですが、全体の約88％を占めるイスラム教徒

は、宗教上の理由で酒と豚肉の消費が禁止されてい
ます。
　牛は飼養目的により肉牛、乳牛、田や畑を耕す役
畜牛の３種類に分類されます。品種は在来種を改良
したバリ牛（バンテン）やゼブー系のオンゴールな
どが多い状況ですが、搾乳には主にホルスタインが
使用されます。

　インドネシア国内の乳牛の
飼養頭数は約60万頭。酪農
家一戸あたりの平均飼養頭数
は５～ 10頭程度と小規模な
酪農家が多く、一頭あたりの
平均乳量は年間1,500kg程度
と非常に少ないのが現状です
（2011年FAO統計）。しかし
近年、乳製品の国内消費の伸
びは著しく、この10年で飼養
頭数が倍増したものの、いま
だに牛乳・乳製品の自給率は
25%程度となっています。
　搾乳は朝夕の２回がほとん
どで、まれにミルカ―を使用

インドネシアの酪農事情
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近年、経済成長が著しいアジア圏。
酪農事情も気になるところですよね。
そこで、インドネシア在住の元弊社社員、
前田（旧姓：清水）麻衣さんに、
彼女自身が直接触れた
インドネシアの酪農の様子について
レポートしてもらいました。

前田 麻衣さん

インドネシア

日本

ジャカルタ

放牧されている水牛
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T O P I C

インドネシア酪農便り



して搾乳する人もいますが、大半の酪農家は手搾り
です。

　日本とは違い各酪農家にバルククーラーがないの
で、酪農家は搾乳後、生乳をミルク缶に入れて集乳
所まで自分で持って行き、集乳するタンクローリー
車が来るのを待ちます。生乳はその後、組合などで
加工され販売されます。
　飼料は主にイネ科のネピアグラスや稲ワラと、少
量の豆腐粕やふすまを給与しています。政府は濃厚
飼料の給与を推奨していますが、価格などの問題か
らあまり使用されていないのが現状です。ウォー
ターカップもほとんど普及していないため、牛が常
に水を飲める状態にはなっていません。

役畜兼肉牛のバリ牛

手による搾乳

牛乳缶を集配所まで
運ぶ酪農家

牛 乳

水

米

卵

120 円／ℓ

20円／ℓ

70円／㎏

145 円／㎏

※１ルピア0.0087円で換算（2013年12月時点）

大規模な酪農家

ネピアグラスを食べる牛。ストールの形が変わっている

乳製品事情
　インドネシアでは、国民が日常的に牛乳を飲む習
慣は少なく、イチゴなどの味つき牛乳や加糖練乳が
好まれています。
　スーパーマーケットで販売されている牛乳は輸入
されたロングライフ牛乳が主流ですが、田舎の日曜
朝市などでは、酪農家が、自家製の牛乳やヨーグル
トを直接販売する光景も見かけられます。
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表１ 主要食品の価格（店頭平均）



ASEAN地区最大の
酪農展示会EXPO

　2013年10月に、ASEAN地区最大の酪農展示会が
ジャカルタで開催されたため、見学してきました。
ASEAN10ヵ国と、中国、オランダなどから約100
のブースが出展されており、牛、鶏、山羊のブース
に分かれていました。
　鶏のブースではひよこの自動給水器、山羊の部で
は闘羊がいたことが印象的でした。
　牛のブースではオーストラリアから輸入された牛
や、牧草裁断機などが展示されていました。また、

　在職中はお客様の酪農家の皆さんや、森永酪農販
売（株）の社員の方々に大変お世話になりました。
未熟な私に、親切にたくさんのことを教えて頂いた
皆様には大変感謝しています。
　酪農とは離れてしまいましたが、インドネシアで
も酪農家を訪れる機会があり、日本とは違う酪農を
見させていただいています。
　夫の仕事でインドネシアに住んで約１年。生活に
も慣れてインドネシア語を勉強する日々が続いてい
ます。インドネシアには競走レース用に改良されて
いる足の速いマドゥーラ島の牛や、世界的にも珍し
いスラウェシ島の白い斑紋水牛などが存在するそう
で、ぜひ見てみたいと思っています。
　これからも遠いインドネシアの地から、酪農家
の皆様のますますのご活躍をお祈りし、皆様にま
た会える日を楽しみにしています。Sampai jumpa 
lagi！（また会う日まで！）

酪農展示会で展示されていた、人工授精のための精液。カラフルなストロー
に入っている

スラウェシ島に多い白黒斑水牛

おわりに

朝市で売られてい
る味つき牛乳

スーパーマーケッ
トに並ぶロングラ
イフ牛乳

この展示会を通して、インドネシア国内でも、一般
の農家レベルまで人工授精が普及していることがわ
かりました。
　乳製品の需要が増加している傾向を考えると、乳
質対策、暑熱対策、飼養管理、販売ルートなどの問
題を解決すれば、インドネシアの酪農は今後大きく
発展していくものと考えられます。

　ヨーグルトは国産品もありますが、チーズ・バター
は、海外からの輸入が多い状況です。

前田さんのブログ（ペンネーム：かたつむり）

世界丸かじり★インドネシア生活
毎日
更新中！

http://ameblo.jp/sakura-no-hanabira/
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　「ワールド　デイリイー　サミット」は、国際酪農連盟
（International Dairy Federation 略称IDF）が主催し、
日本を含めた加盟国による国際的な催事であり、世界
の国の人達が抱える共通の課題に対して、それぞれの
産業技術と研究がもたらした成果を発表、議論をする
酪農乳業界の会合で、毎年IDF加盟国の持ち回りで開

催される。今年は神奈川県横浜市を会場とし、５６の
国と地域からの約８００人もの来場者によって連日の
賑わいを見せた。
　催しものは会議や討論だけではなく、国内外の乳業
会社や酪農乳業に関連する企業がブースによる出展が
あり、世界各国の研究者がその成果をポスター発表す

WWWWWWWWWorld oorororlrldrldld d d  WWWWWW DDDDDDDDairy aaiairairairyiryry ry y y SSSSSSSSummit uumumummmmmmmmmimitmit it t t 201322220202001010131313333イベント紹介

ワールド　デイリイー　サミット　2013
横浜で開催
２０１３年１０月２８日から１１月１日までの

５日間、神奈川県横浜市みなとみらい

地区で国際酪農連盟が主催する「ワー

ルド　デイリイー　サミット　２０１３」が開

催され、５６の国と地域から、連日、約

800人が来場した（レポーター／関東支

店神奈川営業所　上田英登）。

会場となったパシフィコ横浜 晩餐会で挨拶する森永乳業（株）の宮原社長

酪農乳業界の世界水準を構築

Farmer's Eye  S U M M E R  2 013 5 4



る場も設けられていた。酪農・乳業
界の催事といっても食品加工技術や
飼料分野だけではなく、分野は多岐
にわたる。食糧需給や環境、エネル
ギー、家畜の疾病予防と家畜福祉な
ど、広い視野でこの業界を取り巻く
諸問題を解決し、国際協調を唱える
場でもあった。
　今回の「ワールド　デイリイー　サ
ミット」に参加して、世界標準とい
う枠組み（ガイドライン）が想像を超
える規模で構築されているという印
象を強く受けた。酪農乳業に関係す
る一人ひとりが、国や地域という単
位ではなく、「全世界に何をもたら
すか？」「何を貢献できるか？」をディスカッションす
る場であったと言っても過言ではない。
　今後、想定されるガイドラインの中には、温室効果
ガスの排出量の指標となるカーボンフットプリントや
水消費量の指標となるウォーターフットプリント等が

ある。こうした国際標準を受け入れるには国民の理解
が根底にあり、業界が信用を築く事が重要となる。ガ
イドラインの遵守も小さな事の積み重ねを継続するこ
とが大事であると感じた。

森永乳業（株）の展示ブース

スポンサー企業などによるポス
ター展示。森永乳業（株）は
１６テーマを展示した

ポスターの解説を読む
参加者

サミット２日目には船上パーティが催され、４５０人の酪農乳業関係者が参加した
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　IDFが主催する「ワールド　デイリイー　サミット　
２０１３」が横浜で開催され、参加者は２,０００人以上、
参加国は５６ヵ国だった。毎年、世界各地で開かれる
国際大会で、規模も大きく１０テーマに分けられた特
別講演とIDFフォーラム、環境活動進捗報告が５日間
で開催された。この全容を紹介するには手に余ること
で、参加できたテーマの感想を述べておきたい。
　まず、世界的な酪農の生産と消費の関係である。世
界の乳製品の消費は、先進国では伸び悩み発展途上国
では急激に増加している。消費の増大はアジアを中心
とする人口の増加で、食糧の需要が増大のためである。
このように先進国と発展途上国の需要に大きな格差が
ある。
　先進国諸国では酪農製品の可能性の追求を志向する
のに対して、発展途上国は牛乳の生産量の拡大を志向
している。例えば、中国からは牛乳生産量が２０００年
に８００万トンであったが、すでに３,０００万トンに達
したと報告された。また、アジア諸国は、需要は大
きいが集乳の冷蔵ラインを確立しなければならないな
ど、インフラの整備の課題を抱えている。
　次に乳の文化違いで、モンゴルは馬・らくだ・羊の
乳が主体であり、乳の保存方法も昔から冷蔵をもちい
ない方法が確立している。トルコはチーズの種類が最
も多く、加水するヨーグルトが一番好まれておりヨー

ロッパにも輸出しているという報告をした。このよう
に乳製品の消費の文化はかなり異なっている。
　牛乳の消費価格の比較について、貿易の拡大で各国
がかなり近づき平準化してきたようだが、その代わり
に価格の乱高下を繰り返すことにより生産の維持に影
響を与えることが心配であると報告された。世界の生
産コストは穀類の高騰にありながらかなり安く、農場
利益は縮小している。
　注目に値するトピックスは、環境活動進捗報告
（GDAA報告）で、５つの報告があった。他の部門でも
「酪農の持続可能性の枠組み」（Dairy Sustainability 
Framework）という言葉が繰り返し使われていた。内
容は「温室効果ガスの削減」、「土壌汚染の防止」、「水
質保全」、「生物多様性」、「乳製品の品質と安全性」、「家
畜の福祉」など１１分野の世界的な共同行動についての
報告であり、酪農の分野でも環境問題の重要性が世界
的な課題となっていることに驚かされた。
　各国の報告は、農業団体や企業、行政機関、NPO
法人、団体職員、研究者などのほかに酪農家も多く、
世界の酪農のことを知るのにはたいへん有益な機会で
あった。発表内容については、資料等も含めて別な機
会としたいが、このような世界大会の準備と運営に当
たった国内関係者には謝意を表したいと思う。テーマ別の特別講演会

各国の研究者によるパネルディスカッション

ワールド　デイリイー　サミット　２０１３に参加して

世界の酪農文化の役割を知る 
畜産コンサルタント　瀬野豊彦

寄稿
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第２回  渋谷牧場／広瀬牧場

渋谷楓雅くん（６歳）

牛が食べてもすぐに牧草が生えて
くる。そんな牧草地を持つ、夢の
牧場を描いた作品です。新鮮な
牧草をお腹いっぱい食べられて、
幸せそうな牛の表情もみごとに表
現されています。

渋谷彪雅くん（３歳）

牛舎に設置されているのは、高性
能マイクと電光掲示板。牛が腹を
鳴らした音をマイクが漏らさずキャッ
チし、牛がどれくらい空腹かが電
光掲示板に示されるという仕組み
です。牛にとってベストなタイミン
グで飼料給与ができる、未来の
牧場が描かれています。

渋谷楓
ふ う

雅
が

くんの作品

渋谷彪
ひゅう

雅
が

くんの作品

渋谷牧場
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酪農の未来を担う子どもたちに夢の牧場を描いてもらう、好評連載第２回。
北海道の牧場から兄弟２組の作品が寄せられました。

広瀬  平くん（10歳）

広瀬さん一家と飼養する牛や豚、
ペットの犬と猫が描かれています。
「生きもの全てが仲よく、健康
で幸福に過ごせる牧場をつくりた
い」という思いが表現された力作
です。

広瀬  良くん（９歳）

誰もが楽に搾乳作業ができる、夢
の牛舎を描いた作品。ミルカーと
バルククーラーは、牛舎内での移
動を楽にするためにセットで描かれ
ています。

広瀬  平
たいら

くんの作品

広瀬  良
りょう

くんの作品

広瀬牧場



理想の酪農を実現するために

平成２５年度酪農経営発表大会
公益財団法人森永酪農振興協会主催

◉概要

　２０１３年１１月１４日（木）に兵庫県神戸市北区の『神
戸市立フルーツ・フラワーパーク』で、公益財団法
人森永酪農振興協会主催の平成２５年度酪農経営発
表大会が、地元・近畿地方をはじめ全国の酪農家や

関係者など約９０名が参加して盛大に開催された。
　主催者を代表して宮原評議員（森永乳業株式会社
代表取締役社長）から開会挨拶が行われ、酪農経営
発表の部では、全国から推薦された酪農家３名がそ
れぞれの経営の特徴などについて発表した。
　続いて講演の部では、酪農学園大学　獣医学群　
獣医学類　衛生・環境学分野ハードヘルス学ユニッ
ト教授である中田健先生により、『カウシグナルズ

で乳牛の健康
管理をしよ
う！』と題し
て講演が行わ
れた。

開会挨拶をする宮原評議員

写真向かって左より田村氏（森永酪農振興協会事務局長）、櫻井氏（発表者：
宮城県）、中田教授（講演者：酪農学園大学）、中村氏（発表者：熊本県）、
鳥渕氏（発表者：京都府） 講演と発表に耳を傾ける９０名の聴衆
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◉酪農経営発表

『家族と経営改善』
宮城県刈田郡七ヶ宿町 櫻井章子さん

　経産牛４１頭、総頭数７２頭、経産牛１頭当り乳
量９,１４７ｋｇの櫻井牧場は、「自給飼料の増産・
育成部門の充実」「家族が協力し、効率よく働ける
環境作り」を経営方針に、乳牛遺伝管理システムを
活用して、肢蹄の強化と長命連産を目指した牛群改
良に取り組むことで経営の安定化を図っている。
　また、経営の安定化を図る取り組みとして繁殖成
績の改善では、分娩時の事故からの廃用を防ぐため
①初回授精は１３ヶ月齢を超えてから②必要以上の
分娩介助は行わない③分娩時の記録とトラブルの原
因を分析する事を徹底した。
　蹄については、共済組合の蹄病講習会の会場とし
て牧場を提供し、蹄病と削蹄の基礎知識の習得に努
めた。現在は蹄病予
防として、毎日、パー
ラーの出口に消石灰
を散布するように

し、歩様に問題がありそう
な牛はすぐに蹄の状態を確
認するようにしている。
　櫻井さんが就農して、現在の飼養管理体系に変更
してから５年が経過するが、「空胎期間の延長→過
肥→分娩事故」のパターンは大きく減少し、初産や
乳量の出ている牛は焦らず観察を続けて発情を待つ
ようにしている。
　東日本大震災の影響はいまだにあり、平成２５年
度も自給飼料の放射性物質の検査が義務付けられる
など、２年以上経過した今でもまだ震災前の状態に
は戻ってはいない。しかし、「毎日、牛舎へ行くの
が楽しい酪農」を目標に搾乳頭数を増やしていきた
いと考えている。挑戦したいことは沢山あるが、一
つひとつ着実に取り組んで行きたいと考えだ。

このノートに分娩時の牛の様子
を記録し、トラブルがあれば要
因を分析している

削蹄風景

櫻井牧場の
牛舎外観

櫻井牧場の
牛舎内
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『ゆとりを見出し、楽しい酪農を！』
熊本県球磨郡錦町 中村竜郎さん

　経産牛６４頭、総頭数１１７頭、経産牛１頭当
り乳量８, ８９１ｋｇの中村牧場は、「少しずつの
規模拡大とカウコンフォートの改善・追及」を経
営方針に、自家育成牛による更新をしながら個体
販売も視野に入れ、長命連産を目指した飼養管理
に力を入れている。
　経営方針を追求した結果、経産牛が増加し、牛
舎に入りきらなくなり入れ替え搾乳で対応してき
たが、作業効率の悪化・労働時間が増加していっ
た。平成２４年に、これらの問題解決と個体管理
が一層行き届くように繋ぎ牛舎（６４頭）を新築し、
同時にキャリロボを導入した。
　また、「乳牛に腹いっぱい良質な草を食わせた
い」とのこだわりを持ち、土地利用型の酪農にも
取り組んでいる。そして、夏季の需要期生乳生産
の増産と暑熱対策への取り組みとして、牛体を直

接冷却するソーカーシス
テムを導入し、牛が快適
に過ごせるようにカウコ
ンフォートの改善に取り組んでいる。さらに乳牛
改良も積極的に行い、平成２５年全日本B&Wショ
ウに未経産の部で熊本県代表として出場した。球
磨酪農乳牛改良同志会の会長も努めており、各種
勉強会を開催し、会員同士のレベル向上に努めて
いると語った。
　ピーク乳量を求めるより、泌乳持続性の良さを
優先しながら乳牛を少しでも長く飼い、平均産次
数を伸ばすにはどうすれば良いかを日々追及して
いる。そのために、牛を観察する時間をいかに多
く取るかがポイントと考え、課題を一つずつクリ
アしながら、ゆとりを見出し、楽しい酪農を実践
したいと考えている。

中村牧場の
牛舎外観

カウコンフォートを意識した
広い牛舎内

２０１３年８月に導入したソーカー

キャリロボによる搾乳風景
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『京都の酪農を盛り上げたい。
そして地域に感謝。』

京都府綾部市 鳥渕大樹さん

　経産牛４０９頭、総頭数４５９頭、経産牛１頭当り
乳量１０,０１３ｋｇの（有）BIG　TREE　FARMは、
①「『思いやりの心』を持つ」②「感性・感覚を磨
く」③「日々楽しく、新しいことにチャレンジ」を
経営方針に、繁殖能力の維持・向上、飼養効率アッ
プ、収益の改善と経営規模拡大、更なる情報発信と
縁を大切にすることに力を入れている。
　また、中期的な牧場の目標を定め、特に健康な牛
づくりのために３大環境（休息・採食・搾乳）の改
善を図りながら、毎夕のスタッフミーティングによ
る牧場内の情報共有を行い、勉強会などを通じて従
業員のレベルアップに取り組んでいるという。
　その結果、平均産次数は平成２２年度末が３.１産、
平成２３年度末に３.２産、平成２４年度末は３.４産（４
産以上の牛群割合が４１.８％）と着実に産次数が伸
び、長命連産が叶えられていると実感すると語った。
　乳牛にゆったりと反芻し横臥してもらいたいと考
え、フリーバーンの敷料に使用する戻し堆肥の改善

にも取り組んだ結果、体細
胞数は、平成２２年平均１８.５万個／ｍℓ、平成２３
年平均１４.１万個／ｍℓ、平成２４年平均１４.１万個
／ｍℓとなっている。今年からは６０基ある送風機
のうち約３分の１を、従来の１.２倍の直径である大
型送風機に変更した。
　情報発信の一環としては、共進会へ積極的に出品
している。決して畜産が盛んではない「京都の酪農」
を全国にアピールするチャンスになると考えている
（平成２４年第８回全日本B&Wショウなどで上位
入賞）。さらに地域とのかかわりの中で、幼稚園児・
小学生等の牧場見学・研修を積極的に受け入れ、酪
農の現場や仕事を知ってもらうだけではなく、生命
の尊さや、牛が命がけで出産をする中で牛乳が作ら
れていることを伝えている。それらの取り組みを通
じて出会った「縁」を大切に京都の生産基盤を守り、
地元の理解を得ながら、規模拡大により経営をさら
に安定させたい考えだ。

広いフリーバーン牛舎

従業員と関係
機関を交えた
勉強会を行って
いる

BIG TREE FARMの牛舎外観
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◉講演

『カウシグナルズで乳牛の健康管理をしよう！』
酪農学園大学　獣医学群　獣医学類衛生・環境学分野　ハードヘルス学ユニット教授

 中田　健先生

　冒頭、生産者は飼養している場所による地域性が
それぞれ違うことを認識して個々の経営を見る必要
性を、地域毎の気温や疾病状況をデータで示しなが
ら丁寧に説明された。
　日々の作業を確認し、管理・作業内容の変更に対
して迅速な評価の一つに使えるのが「カウシグナル
ズ」であり、「見る」と「観察」の違いなどを説明
しながら、牛の変化から管理や作業の善し悪しを牛
に教えてもらう一つの方法であると解説し、牛の発
しているシグナルを注意深く観察する重要性を提起
した。
　スライドの説明では聴衆に意見を述べてもらいな
がら、それぞれの事例について原因や解決策に至る
までを豊富な写真と図を交えながら注意するポイン
トをわかりやすく解説された。
　カウシグナルズを利用することで確実に収入が増
えるとは言えないが、牛群が与えられた環境内（牛
舎、放牧場、グループ）で快適に生活できれば、牛
群全体がより健康になり、疾病に関係するコスト（乳

廃棄による損失や疾病管理
の時間と労働力など）の削
減ができ、乳質の改善も期待できる。さらに、時間
の余裕から心の余裕にも繋がれば、より快適な牛群
の管理方法を見つける可能性を示唆していた。カウ
シグナルズを農場で始める際は、牛が多くを費やす
横
おう

臥
が

時間（理想は 12時間以上）を計り、横臥しな
いストールでは牛になったつもりで、牛の行動を観
察することからを勧めている。
　牛群の健康管理をするのは生産者であり、支援者
は社会・地域の動向を含めた情報提供を行いながら
生産者の管理を客観的に評価して改善方法について
一緒に考えなくてはならないとしている。
　時代とともに動物も変化してきているが、牛がそ
の飼養環境下で最大限能力を発揮しているかを評価
すること、それぞれの酪農家で牛が発している情報
をその環境を含めて分析と評価をすることが予防に
繋がると、支援者への協力も求めていた。

　栄養学的にバランスのとれた設計のTMRで
あっても、ルーメン醗酵が悪ければ、無駄が生じ
ます。
　物性を整える事で、TMRのルーメン醗酵を高
め、生産性の向上と牛群の健康に貢献することが、
キーナンの提唱する「物理的栄養」の考え方です。

キーナンのTMRミキサーは
「物理的栄養」を
皆様にお届けします
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　私は以前のカーフノート（No.170）で、子牛の亜
急性ルーメンアシドーシス（SARA ：Sub Acute 
Rumen Acidosis ）について紹介した。そのときの
２つの試験では、子牛でもルーメン内pHは、泌乳
牛でのSARAの典型的な指標である５.８以下になっ
ていた。飼料に微細な粒子を含んでいる場合や炭水
化物が高濃度に含まれる濃厚飼料の給与など、いろ
いろな要因がバッファーを作る唾液の産生を阻害す
るので、発達途上にある子牛のルーメンはSARA
になりやすい。多くの子牛がSARAの状態である
ことが事実であるなら、消化や生産効率にどのよ
うに影響するのだろうか？このカーフノートでは
SARAに関する最新の研究とSARAの消化や健康
への影響を要約した。SARAに関する研究の多く
は成牛を用いて行われているので、ここに要約した
研究は成牛のものである。

　　ルーメン内のｐHが６.０未満なると、ルーメン
ｐHの低下に敏感なセルロース分解細菌の成長が抑
制されるため、繊維消化を阻害してしまう（Hoover,
１９８６）。
　Kjacarski ‒ Hunt らは、TMR中の粗飼料の割合
を４０％から３０％に減らし、２５％を大麦と小麦を置
き換えて、デンプンの濃度を高めた飼料を給与した。
ルーメンフィステルを用いた消化試験で、ほとんど
の粗飼料でNDF消化率が減少した（図１）。
　いくつかの研究は乳牛のアシドーシスが周期的に
影響を与えていることを報告している。それは、牛は、
ある日は正常に摂食しても、その翌日には摂取量が
減少することがある（Gozhoら、２００５）。
　また、粗飼料を摂取せず、高濃度のデンプンを含
んだペレット状のスターターを摂取した子牛でも良
く似たことが起こる。発酵速度が速くなるとルーメ
ンのpHが低下し、翌日の摂取量を制限するようであ

はじめに 摂取量の消化率への影響

ルーメンアシドーシスが
子牛の消化に与える影響

Calf Notes. comのホームページは、もともとテネシー大学が提供し、
その担当教授がジム・クイグリーであった。彼は、子牛の育成の基礎を研究したことで著名である。
その後、テネシー大学から数社に移籍したが、このホームページはフォローを続けている。
このホームページは、子牛育成農場に対して、非営利的な公正な情報の提供を目的としている。
クイグリーの論文だけではなく、さまざまな実践的な研究の評価であり、子牛育成農場に有用である。
日本語も含めて各国の言語に翻訳されていたが、日本語のフォローが弱いので、
本人の許可を得て、弊社でも協力している。
最も新しい記事はNo.174である。

執筆　Dr. Jim Quigly
翻訳　関西支店東海営業所 岩橋佳紀
校閲　畜産コンサルタント 瀬野豊彦

Calf Notes. com連 載

Calf Note  no.172

※ご紹介する文章は、クイグリー博士の許可を得て弊社で日本語に翻訳したものです。
※原文は、http://www.calfnotes.com/でご覧いただけます。

講演している
ジム・クイグリー博士
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る。その後、子牛はエネルギーが不足するので、盛
んに食べるようになる。この子牛の摂取量が大きく
増減するパターンでは、アシドーシスとなっている
低いルーメン内pHが継続する。
　SARAの影響についての子牛を用いた評価試験は
限られている。ペレット加工飼料、フレーク加工飼
料、マッシュ飼料などの物理的形状、粗飼料の含量、
小麦及び大麦やコーンのように急速な発酵速度の穀
類の多用など、使用する原料の違いなど多くの要因
が組み合わせられることが知られている。
　よく知られているように、子牛の日齢が進み、消
化器が発達するにつれ栄養の消化率は増加する。例
えばLeibholz（１９７５）は、５週齢で離乳し大麦、大
豆粕、ふすまを給与した子牛で、酸性デタージェン
ト繊維（ADF）の消化が幾分か増えたことを報告し

た。しかしながら、繊維を消化する場所は劇的に変
化する。離乳後の最初の４週間、ADFの多くは下部
消化管で消化されるが、その後の週齢ではルーメン
で消化される。離乳８週から１３週齢までに、ほぼ全
ての繊維はルーメンで消化された。最終的に子牛が
摂取したADFの約５０%が消化された。
　Stoboらの研究（１９６６）では５週齢で子牛を離乳
し、濃厚飼料を９０％または３３％の割合で給与し、
１３週齢及び１７週齢での消化率を測定した。１３週齢
での粗繊維の消化率は濃厚飼料割合９０%と３３%を
測定すると、それぞれ１８.４%と５７.３%であった。
１７週齢での粗繊維の消化率は濃厚飼料割合９０%と
３３%を測定すると、それぞれ１４.５%と５４.０%で
あった。
　Stoboらは１３週齢及び１７週齢で採食後のルーメ

図１

◎泌乳中の乳牛で、２４時間と４８時間のルーメンフィステルを用いた醗酵後のコーンサイレージ（CS）、イネ科乾草（GR）、
アルファルファ乾草（AL）の消化率。
Krajcarski ら（２００２）　P＜０.０５

対象区

試験区ル
ー
メ
ン
フ
ィ
ス
テ
ル
消
化
率（
％
）
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ン内pHを測定した。特に採食後に測定したpHの平
均値は、高濃度の濃厚飼料を給与した子牛の方が低
かった。全体を平均化したルーメン内pHは６.０以
上であった。しかしながらルーメン液はストマック
チューブを用いて採取されているため、サンプルへ

の唾液の混入により人為的に高いpH測定値に結びつ
く場合がある。これらのデータは間接的であるが、
SARAの状態になった子牛は、SARAを避ける給餌
をした子牛に比べ繊維消化が減少する可能性がある
ことを示唆している。

　最近のCalsamigliaら（２０１２）の報告は、SARA
はルーメン内pHが低いことと、与える飼料の形状
との組み合わせで起こることを示唆している。これ
は学術的なものに思えるかもしれないが、実際に重
要なことである。もし、SARAを引き起こす問題
が単純に飼料の形状などの要因でルーメン内pHが
低いだけだとすると、ルーメン緩衝液とルーメン内
pHを上げるための“安定剤”の適切な組み合わせに

SARAを起こす原因 よって、SARAは抑制できる可能性がある。もし、
SARAに主に飼料の形状が関わっているとすると、
解決法は、唾液の産生と緩衝液の供与のための反芻
を行えるように飼料の粒度を大きくすることであ
る。大きな粒度であるとルーメン乳頭の表面からケ
ラチンを取り除く。角化症や不全角化のようなルー
メン乳頭外側のケラチンの蓄積はルーメン乳頭壁で
VFAの吸収を阻害し、その結果ルーメン内のVFA
濃度を上昇とpHの低下を引き起こす。
　一つの興味深い現象として水の摂取量がルーメン

Calf Notes. com連 載

図２

◎子牛に大豆粕、大麦と小麦のワラを給与した飼料の繊維の消化率。
Leibholz（１９７５）

A
D
F
消
化
率（
％
）

離乳後週数（週）

下部
消化管
ルーメン
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内pHの維持に役立っていることである。子牛が水
を摂取すると水は反芻胃（第１胃＋第２胃）に入り、
第２胃―第３胃の開口部から出て行く。ルーメンを
出た水は胃の中の小さな粒子を運び出し、粒子は腸
管で消化される。　
　飲水を制限された子牛は十分な量を飲めず、さら
にSARAを悪化させることとなる。常に水を摂取
でき、一日を通じて頻繁に子牛が水を飲むように促
すことは動物にとって最大の利益となる。
　Khanら（２００８）はトウモロコシの粉砕、大麦の
粉砕、小麦の粉砕と圧ペンのえん麦を原料にデンプ
ン２５%の飼料を設計した。すべての飼料はペレッ
ト化し、イネ科乾草と混合して自由採食できるよう
にした。３５日齢、５０日齢及び７０日齢で測定され
たルーメン内のpHは、いくつかのケースでは大麦
が高かったが、小麦と大麦のメニューよりトウモロ

コシを用いたメニューを子牛が採食した場合が、最
も高かった。
　しかし、７７～８４日齢で測定したDMの消化率
とNDFの消化率は各処理の影響を受けなかった。
NDF消化率だけが他の文献の報告より低い平均４１
%であったことは注目すべきである。
　しかし、これらのデータは、ルーメン内pHの差
が消化に影響するという考えを支持するものではな
い。消化率の測定を開始した際、７７～８４日齢でルー
メン内pHが下がった可能性がある。さらに子牛に
よりDM中の混合牧草として４９～６９%の割合で乾
草が摂取されると示され、消化率の測定に影響を与
える乾草の摂取量の算出にも違いがあった。従って、
粗飼料割合の高いメニューを与えた子牛と穀物割合
の高いメニューを与えた子牛では７７～８４日齢での
比較はできない。

ルーメンpH

35日

50日

70日

消化率（％1）

DM

NDF

5.23b

5.46c

5.66c

0.71

0.43

大麦

5.49a

5.79a

6.16a

0.72

0.41

トウモロコシ

5.41a

5.68b

5.96b

0.72

0.42

えん麦

5.19b

5.62b

5.95b

0.71

0.40

小麦

0.12

0.10

0.14

0.01

0.01

SE試料

表１

＊１……消化率は77～ 84日齢で測定した　＊abc……異なる文字の間に有意差　P＜０.０５
◎異なる穀類を配合したスターターを摂取した子牛の３５日齢、５０日齢、７０日齢のルーメン内pH値。
Khanら（２００８）
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Written by Dr. Jim Quigley（31 Decemner 2012）　
©2012 by Dr. Jim Quigley Calf Notes.com（http://www.calfnotes.com/）

　SARAに起因するルーメン内pHの低下は、子牛
のルーメンでの繊維を消化する細菌の増殖を阻害
し、繊維の消化を阻害する。飼料の物理的形態及び
組成、ルーメンの未熟さ、唾液産生の阻害、自由飲
水ができないこと、そしてその他の要因が子牛の

要約 SARAの原因となる。消化率の違いが成長に影響
を与えるので、子牛の炭水化物摂取量には多くの注
意を払わなければならない。多くの要因がからんで
おり、子牛のSARAの影響を予見することは困難
である。今後のカーフノートで数種類の粗飼料を混
ぜた飼料メニューでのルーメン内pHとSARAの発
生率について調査するつもりである。

Calf Notes. com連 載

カーフ・ケア・グッズカーフ・ケア・グッズミック事業
部

  開発！

※ご注文・お問い合わせは、最寄りの弊社支店・営業所までお気軽にどうぞ！

モデル　みすずちゃん（30kg）

フリーサイズ

サイズ

3ヶ月令まで着用可能

<35kgS <55kgL<43kgM
モデル　ライチくん（40kg）
　　サイズ着用M

ミックカーフベスト 子牛用ネックウォーマー

冬期の風邪・下痢対策に！
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編集後記

イベント紹
介

●　「ファーマーズアイ・モリちゃん」２０１４年新春号を皆
様にお届けします。今回は過去最大ページ数となる７0ペー
ジになりました。少しでも皆様のお役に立てる内容で、ホッ

と一息つける情報誌であることを目指して、編集部員一同
努力して参ります。今号から、より正確にと考え英語表記を
「Farmers’　Eyes」と改めました。従来以上にご愛顧下さい。
　本年がより良い一年となりますことを、心より祈念してお
ります。

　２０１３年７月１６日、山形県白鷹町の（有）奥山牧場
で、若手後継者を中心に農業大学校生の方など約３０名
が参加して、暑熱対策としての毛刈り研修会が行われ
た。これは一般社団法人山形県ホルスタイン協会の生
乳品質向上対策の一環で、山形県置賜総合支庁西置賜
農業普及所やヤマラク酪進会、山形置賜ホルスタイン
改良同志会など、置賜地域の多くの関係機関が連携し
たものである。
　山形県置賜ホルスタイン改良同志会に所属する深瀬
幸二さんが講師として毛刈りの手順やポイントを示し、
参加者が実際に毛刈りを行った。毛刈り後の牛は体型

訂正とお詫び
　本誌２０１３年夏号（Vol.３０５）の表紙に登場していただいた、

北海道・清野牧場のお子さまの名前に誤記がありました。清野

悦宏さんの次女・真愛ちゃんに「まな」と振り仮名があります

が、正しくは「まなえ」です。訂正し、ご本人とご家族の皆様

にお詫び申しあげます。

もシャープに、涼しげに見えた。
　毛刈りは昔から低コストで効果の高い暑熱対策とし
て紹介されてきたが、毛を刈るまでに牛体表面の油分
を洗い流すなど、多くの手間がかかるのも事実である。
講師の深瀬さんによる「今回のように若い酪農後継者
が毛刈りの技術を身につけ、自分の牛を仕上げる楽し
さを実感できれば暑熱対策だけでなく共進会も盛り上
がり、それぞれが楽農を感じられるのではないか」と
のお話しに、感銘を受けた講習会であった。

（レポーター／山形事務所　伊藤裕昭）

山形県で毛刈り講習会を実施

（編集責任者　尾木　滋）
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若手酪農家や農業大学校の学生約３０名が参加 講師の指導のもと、参加者が実際に毛刈りを行った

２０１３年夏号表紙。向
かって左から２人目
（牛のすぐ左）にいる
のが真愛ちゃん。名前
を間違えてしまって、
ごめんなさい



の基本給与量

３～４kg 給与

２kg 給与

乾乳 分娩
２０日前

分娩
５日目

分娩 分娩
２０日目

粗飼料
（良質のイネ科乾草を飽食させて下さい）

搾乳用配合飼料
分娩後５日から
１日０.３kｇずつ
増飼します

「健康な乳牛づくり」と「健康な乳牛の飼養管理」を基本コンセプトとした、
森永育成体系飼料、森永デーリィシリーズに続く、第３弾！！　待望の乾乳期用配合飼料をお届けします。

乾乳期用配合飼料

の特長

の基基本本給与量

ののの特特特特長長長長

「日本飼養標準２００６」、
「NRC ２００１」の
乾乳栄養要求量を
充足しました。

乾乳期の要求量を
充たすミネラルを

充実させ、微量ミネラル
を有機化しました。

DCAD（イオンバランス）を
飼料原料面で
調整しました。

生きた酵母
（ライブイースト）を配合し、

ルーメン細菌の
活動に貢献します。

２k 給与

CP PCaTDN
18% 0.4%0.5%72%

http://www.mo-rakunouhanbai.com/
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　北東北支店
〒018-3596
秋田県大館市岩瀬字上軽石野38-1
東北森永乳業（株）秋田工場内
　0186（54）6114

　山形事務所
〒992-0472
山形県南陽市宮内4651-5
　0238（59）1056
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森永酪農販売株式会社　事業所一覧

　福島営業所
〒960-8154
福島県福島市伏拝字清水内5
森永乳業（株）福島工場内
　024（546）7621

　群馬営業所
〒371-0001
群馬県前橋市荻窪町354-5
群馬中央酪農組合内
　027（897）0303

　埼玉営業所
〒369-1245
埼玉県深谷市荒川2172
埼玉酪農組合内
　048（584）1888

　球磨営業所
〒868-0094
熊本県球磨郡相良村大字深水2251
球磨酪農組合内
　0966（35）0681

　岩手営業所
〒020-0133
岩手県盛岡市青山2-3-14
森永乳業（株）盛岡工場内
　019（647）2121

　北関東支店
〒329-3224
栃木県那須郡那須町
大字豊原乙1-159
　0287（72）6839

　熊本営業所
〒861-8011
熊本県熊本市東区鹿帰瀬町431-1
熊本乳業（株）内
　096（389）1411

　涌谷事務所
〒987-0133
宮城県遠田郡涌谷町
字今左エ門沖名47
　0229（43）2910

　長野営業所
〒390-0837
長野県松本市鎌田2-1-4
森永乳業（株）松本工場内
　0263（26）0330

　徳島営業所
〒771-1347
徳島県板野郡上板町高瀬１１５０-１
　088（694）5933

　東北支店
〒983-0001
宮城県仙台市宮城野区港１-１-９
東北森永乳業（株）内
　022（387）3693

　静岡営業所
〒418-0046
静岡県富士宮市中里東町639
森永乳業（株）富士工場内
　0544（27）4205

　奈良営業所
〒639-2122
奈良県葛城市
薑（ハジカミ）280-1
　0745（63）2618

　別海営業所
〒088-2571
北海道野付郡別海町西春別幸町51
　0153（77）5111

　神奈川営業所
〒252-1125
神奈川県綾瀬市吉岡東3-6-1
横浜乳業（株）内
　0467（70）5811

　千葉営業所
〒292-0014
千葉県木更津市
高柳1465
　0438（22）3010

　茨城営業所
〒319-0209
茨城県笠間市
泉１６０６-１
　0299（45）2092

　東海営業所
〒483-8256
愛知県江南市中奈良町一ツ目1
森永乳業（株）中京工場内
　0587（56）5433

　遠軽営業所
〒099-0412
北海道紋別郡遠軽町豊里505-5
遠軽運輸（株）内
　0158（42）4141

　道北営業所
〒098-5551
北海道枝幸郡中頓別町字中頓別182
　01634（6）1211

　北海道支店
〒080-2463
北海道帯広市西23条北1-8-6
協同産業ビル2Ｆ
　0155（61）0950 　関東支店

〒108 -0023
東京都港区芝浦3-13-8
　03（3798）0166

　関西支店
〒663-8242
兵庫県西宮市津門飯田町2-95
森永乳業（株）近畿工場内
　0798（66）1998

　九州支店
〒891-0116
鹿児島県鹿児島市上福元町5201
　099（268）4111

北海道

関東 関西

九州

東北

支店・営業所

本社
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　九州ETセンター
〒868-0094
熊本県球磨郡相良村大字深水2346-１
　0966（36）2210

　那須農場
　那須ＥＴセンター
〒３２９-３２２４
栃木県那須郡那須町
大字豊原乙１-１５９
　0287（72）0277

ミック事業部

29

30

森永酪農販売株式会社
〒108-0023
東京都港区芝浦３-１３-８
　03（3798）0162

ホームページ　http: //www.mo-rakunouhanbai.com/

　十勝営業所
〒089-5607
北海道十勝郡浦幌町字材木町1
浦幌乳業（株）内
　015（576）2177

5

　札幌営業所
〒061-1405
北海道恵庭市戸磯604
北海道森永乳業販売（株）
札幌物流センター内
　0123（33）3129
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